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は
じ
め
に

二
〇
一
三
年
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
創
設
と
同
年
の
生
活
保
護
法
改
正

に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
版
『
日
本
労
働
年
鑑
』（
第
八
五
集
）
の
特
集
２

「
生
活
保
護
法
改
正
と
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に
お
い
て
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
前
か
ら
の
経
過
を
整
理
し
、
制
度
の
内
容
と
課
題
を
検
討
（
１
）

し
た
。
本
特

集
は
、
そ
の
後
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
と
生
活
保
護
制
度
が
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
展
開
を
示
し
た
か
に
つ
い
て
論
じ
る
。

二
〇
一
五
年
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
は
、
生
活
困
窮
者

を
、「
現
に
経
済
的
に
困
窮
し
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
」
と
規
定
し
て
い
る
。
第
二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
社
会
保
険
制
度
と
生
活
保
護
制
度
の
間
に
創
設
さ
れ
た
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
だ
が
、
そ
の
位
置
づ
け
は
、
困
窮
に
陥
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
が

困
窮
に
陥
る
の
を
予
防
す
る
防
貧
制
度
で
は
な
く
、
す
で
に
困
窮
に
陥
っ
て
い

る
人
の
た
め
の
救
貧
制
度
で
あ
る
。

生
活
困
窮
者
と
は
、
現
に
経
済
的
な
困
窮
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

が
、
と
り
あ
え
ず
現
状
で
は
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
で
き
て
い
る
人
を
さ

す
。
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
人
だ
ろ
う
か
。
施
行
規
則
は
、
収
入
が
「
基
準
額

（
住
民
税
均
等
割
非
課
税
限
度
額
）＋
住
宅
扶
助
額
」
以
下
で
あ
り
、
所
有
す
る

金
融
資
産
が
「
基
準
額
×
六
」
以
下
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
住

民
税
均
等
割
非
課
税
限
度
額
は
、
稼
働
年
齢
の
就
労
可
能
な
人
の
住
民
税
均
等

割
非
課
税
限
度
額
で
あ
り
、
具
体
的
な
金
額
は
生
活
保
護
の
生
活
扶
助
額
に
相

当
す
る
（
詳
細
は
、
本
特
集
五
〇
〜
五
一
頁
）。
生
活
困
窮
者
と
は
、
収
入
が

「
生
活
扶
助
相
当
額
＋
住
宅
扶
助
額
」
以
下
で
あ
り
、
生
活
扶
助
相
当
額
六
ヵ

月
分
以
下
の
現
金
・
預
貯
金
を
保
有
し
て
い
る
稼
働
年
齢
の
人
で
あ
る
。
収
入

は
生
活
保
護
が
定
め
る
最
低
生
活
費
以
下
で
あ
る
が
、
預
貯
金
を
取
り
崩
し
て

最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
で
き
て
い
る
は
ず
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
預
貯

金
が
な
く
な
れ
ば
、
最
低
限
度
の
生
活
が
維
持
で
き
な
く
な
り
、
要
保
護
状
態

と
な
る
。
別
言
す
る
な
ら
、
生
活
困
窮
者
と
は
、
最
低
限
度
の
生
活
費
以
下
の

収
入
し
か
な
い
が
、
資
産
と
し
て
預
貯
金
を
保
有
し
て
い
る
た
め
、
生
活
保
護

の
受
給
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
判
定
さ
れ
る
人
の
こ
と
で
（
２
）

あ
る
。

本
年
鑑
第
八
五
集
の
特
集
２
で
強
調
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
状
態
の
人
た

ち
に
と
っ
て
、
生
活
保
護
の
手
前
か
ど
う
か
、
要
保
護
状
態
か
ど
う
か
を
決
め

る
の
は
、
生
活
保
護
の
受
給
要
件
で
あ
る
。
預
貯
金
・
手
持
ち
金
や
、
自
家
用

自
動
車
の
保
有
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
生
活
困
窮
者
の
な
か
に
、
生
活
保

護
手
前
の
人
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
保
護
の
認
定
基
準
が
厳
し

す
ぎ
て
、
最
低
生
活
以
下
で
暮
ら
し
て
い
る
人
を
、
要
保
護
だ
と
認
め
ら
れ
な

い
で
い
る
こ
と
の
問
題
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
生
活
保
護
の
側
で
の
改

善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
（
３
）

あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
で
は
所
得
が
急
減
し
た
人
を
最
低
生
活
保
障

制
度
で
支
え
る
た
め
、
資
産
要
件
を
棚
上
げ
す
る
措
置
が
と
ら
れ
、
ミ
ー
ン
ズ

テ
ス
ト
な
し
の
運
用
が
行
わ
（
４
）

れ
た
。
日
本
で
は
、
資
産
要
件
を
緩
和
し
、
生
活

保
護
を
利
用
し
や
す
く
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
困
窮
し
た
人
を
生
活
保
護

に
受
け
入
れ
る
と
い
う
対
応
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
。
本
特
集
は
こ
こ
を
検
証
す

る
。二

〇
一
八
年
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
は
改
正
さ
れ
、
基
本
理
念
を
明
確

化
す
る
と
と
も
に
、
対
象
を
経
済
的
困
窮
者
に
限
定
し
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。「
条
文
の
解
釈
上
、
経
済
的
な
困
窮
の
度
合
い
が
相
対
化
さ
れ
る
余

地
」
が
生
じ
、「
経
済
的
な
困
窮
を
前
提
と
し
な
い
社
会
的
排
除
（social
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【
第
1
の
ネ
ッ
ト
】【
第
2
の
ネ
ッ
ト
】
【
第
3
の
ネ
ッ
ト
】

・最低生活の保障
・自立の助長

exclusion

）
の
本
来
的
と
ら
え
方
か
ら
す
る
と
、
一
歩
前
進
（
５
）

し
た
」
と
の
こ

と
で
あ
る
。
対
象
を
拡
大
し
た
と
い
う
評
価
で
あ
る
が
、
し
か
し
、「
現
に
経

済
的
に
困
窮
し
」
と
い
う
規
定
は
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
施
行
規
則
の
要
件
規
定

も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
生
活
困
窮
者
の
収
入
要
件
は
、「
生
活
扶
助
相
当
額
＋

住
宅
扶
助
額
」、
す
な
わ
ち
、
生
活
保
護
と
ほ
ぼ
同
等
の
金
額
の
ま
ま
で
あ

る
。
生
活
保
護
の
手
前
と
い
う
な
ら
、
収
入
要
件
と
資
産
要
件
を
こ
の
一
・
二

倍
と
か
、
一
・
五
倍
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
に
お
け
る
支
援
対
象
者
規
定
の
狭
さ
で
あ
り
、
家
賃
補
助
給
付
（
住
居
確

保
給
付
金
）、
就
労
支
援
に
よ
る
増
収
支
援
の
対
象
が
限
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
も
と
で
対
面
で
の
支
援
が
制
限
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
対
象
者
を
限
定
し
て
い
る
た
め
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
制
度
に
お
け
る
家
賃
補
助
給
付
、
就
労
支
援
に
よ
る
増
収
支
援
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
少
し
た
膨
大
な
人
々
の
生
計
を
安
定
さ
せ
る
効
果
を
あ
げ

ら
れ
な
か
っ
た
。
支
援
対
象
数
は
増
加
し
た
と
は
い
え
、
限
定
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
対
象
と
な
っ
た
人
の
多
く
は
、
実
は
生
活
保
護
手
前
の

人
で
は
な
く
、
要
保
護
状
態
で
あ
り
、
生
活
保
護
の
対
象
と
す
べ
き
人
で
あ
っ

た
。
本
特
集
は
入
手
可
能
な
資
料
を
も
と
に
、
こ
こ
を
検
証
す
る
。

本
年
鑑
第
八
五
集
の
特
集
２
で
は
、
こ
れ
ま
で
広
く
行
わ
れ
て
き
た
低
所
得

者
対
策
が
、
対
象
者
の
基
準
を
住
民
税
均
等
割
非
課
税
限
度
額
以
下
、
す
な
わ

ち
生
活
扶
助
相
当
額
以
下
と
い
う
低
い
水
準
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
の
問
題
性

を
指
摘
（
６
）

し
た
。
低
所
得
世
帯
対
策
は
、
実
は
、
生
活
保
護
基
準
よ
り
も
収
入
が

低
い
世
帯
へ
の
対
策
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
活
保
護
の
手
前
の
施
策
と

し
て
の
生
活
困
窮
者
支
援
策
は
、
収
入
が
「
生
活
扶
助
相
当
額
＋
住
宅
扶
助

額
」
以
下
を
生
活
困
窮
者
と
し
て
い
る
が
、
低
所
得
者
対
策
は
「
生
活
扶
助
相

第１図 第二のセーフティネット

〔出所〕 厚生労働省社会・援護局地域福祉課生活困窮者自立支援室「生活困窮者自立支援制
度について」

特集１ コロナ禍における生活困窮者支援制度と生活保護
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当
額
」
以
下
の
人
を
対
象
と
し
て
お
り
、
生
活
困
窮
者
よ
り
も
さ
ら
に
収
入
が

低
い
人
な
の
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
と
ら
れ
た
対
策
の
最
大
の
特
徴
は
、
収
入
減
に
直
面
し
、
生
活

保
護
が
必
要
と
な
っ
た
世
帯
に
対
し
て
、
生
活
保
護
に
よ
る
最
低
生
活
保
障
給

付
を
行
う
の
で
は
な
く
、「
生
活
保
護
の
手
前
」
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
「
返
済
免
除
付
き
」
の
貸
付
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
返
済
免
除
付
き
と
喧

伝
さ
れ
た
が
、
免
除
基
準
は
、
生
活
保
護
基
準
で
は
な
く
、
生
活
困
窮
者
基
準

で
も
な
く
、
そ
れ
よ
り
低
い
低
所
得
者
基
準
（
住
民
税
均
等
割
非
課
税
）
と
さ

れ
た
。
最
低
生
活
費
以
下
の
収
入
し
か
な
い
生
活
困
窮
者
と
要
保
護
状
態
に
あ

る
人
が
、
借
金
を
背
負
わ
さ
れ
、
そ
の
借
金
が
免
除
と
な
ら
ず
、
長
期
に
わ
た

る
返
済
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
利
用
し
や
す
い
最
低
生
活
保
障
制
度
の
運
用
実
験
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を

も
と
に
二
〇
二
三
年
一
月
に
制
度
そ
の
も
の
の
改
革
が
行
わ
（
７
）

れ
た
。
日
本
で

は
、
貸
付
制
度
を
利
用
し
や
す
く
し
、
多
く
の
生
活
困
窮
者
が
債
務
を
抱
え
る

状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
特
集
は
、
こ
こ
に
至
っ
た
経
過
と
今
後
の
課
題

を
確
認
す
る
。

以
下
、
第
二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
生
活
困
窮
者
支
援
諸
施
策
の
う

ち
困
窮
者
の
増
収
に
つ
な
が
る
支
援
施
策
が
コ
ロ
ナ
禍
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し

た
か
を
検
討
す
る
。
求
職
者
支
援
制
度
（
第
一
章
）、
住
居
確
保
給
付
金
（
第

二
章
）、
就
労
支
援
（
第
三
章
）、
社
協
の
福
祉
資
金
特
例
貸
付
（
第
四
章
）
で

あ
る
。
最
後
に
、
第
五
章
に
お
い
て
、
生
活
保
護
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
す

る
。検

討
に
際
し
て
は
、
主
に
、
厚
生
労
働
省
が
審
議
会
に
お
い
て
提
示
し
た
資

料
や
、
厚
生
労
働
省
関
連
機
関
が
行
っ
た
調
査
結
果
を
も
と
に
す
る
。

第
一
章

求
職
者
支
援
制
度

１

求
職
者
支
援
制
度
の
概
要
と
実
施
状
況

第
二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
先
立
っ

て
成
立
し
た
の
が
求
職
者
支
援
制
度
で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
の
二
〇

〇
九
年
秋
に
補
正
予
算
に
よ
る
基
金
を
も
と
に
始
ま
っ
た
「
訓
練
・
生
活
支
援

給
付
」
を
二
〇
一
一
年
に
求
職
者
支
援
制
度
と
し
て
法
制
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
「
特
定
求
職
者
」
の
再
就
職
や
転
職
を
促
進

す
る
た
め
に
、
無
料
の
職
業
訓
練
を
提
供
す
る
制
度
で
（
８
）

あ
る
。
職
業
訓
練
と
あ

わ
せ
て
、
職
業
訓
練
期
間
中
の
生
活
費
と
し
て
月
額
一
〇
万
円
の
給
付
金

（「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
」）
を
六
ヵ
月
間
、
支
給
す
る
。「
職
業
訓
練
＋
給
付

金
支
給
＋
就
職
支
援
」
を
「
三
位
一
体
」
で
提
供
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て

い
る
。

求
職
者
支
援
制
度
で
提
供
さ
れ
る
職
業
訓
練
に
は
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎

的
能
力
お
よ
び
短
期
に
習
得
で
き
る
技
能
を
習
得
す
る
「
基
礎
コ
ー
ス
」
と
、

職
務
遂
行
の
た
め
の
実
践
的
な
技
能
を
習
得
す
る
「
実
践
コ
ー
ス
」
と
が
あ

る
。
訓
練
期
間
は
二
ヵ
月
か
ら
六
ヵ
月
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
民
間
教

育
訓
練
機
関
が
実
施
す
る
職
業
訓
練
で
あ
り
、
都
道
府
県
ご
と
に
策
定
さ
れ
た

「
地
域
職
業
訓
練
計
画
」
に
も
と
づ
い
て
認
定
さ
れ
る
。

訓
練
受
講
者
に
支
払
わ
れ
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
は
、
訓
練
受
講
手
当
が

月
一
〇
万
円
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
訓
練
施
設
へ
通
所
す
る
交
通
費
が
月
四
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万
二
五
〇
〇
円
を
上
限
に
支
払
わ
れ
る
。
同
居
の
配
偶
者
や
父
母
等
と
別
居
し

て
寄
宿
す
る
場
合
に
は
、
月
一
万
七
〇
〇
円
の
寄
宿
手
当
が
支
払
わ
（
９
）

れ
る
。

た
だ
し
、
職
業
訓
練
を
受
講
し
て
い
る
全
員
に
自
動
的
に
訓
練
受
講
給
付
金

が
支
給
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
職
業
訓
練
受
講
の
要
件
は
、「
特
定
求
職

者
」
で
あ
る
こ
と
だ
け
だ
が
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
に
は
、
そ
れ
に
加
え
て

厳
し
い
受
給
要
件
が
あ
る
。
ま
ず
、
出
席
要
件
と
し
て
、
す
べ
て
の
訓
練
実
施

日
に
出
席
し
て
い
る
こ
と
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
で
も
支
給
申
請

の
対
象
と
な
る
各
訓
練
期
間
の
八
割
以
上
の
出
席
率
が
あ
る
こ
と
を
課
し
て
い

る
。
あ
わ
せ
て
、
経
済
的
要
件
と
し
て
、「
本
人
収
入
は
、
月
八
万
円
以
下
」

で
、「
世
帯
全
体
の
収
入
は
、
月
二
五
万
円
以
下
」、「
世
帯
全
体
の
金
融
資
産

は
、
三
〇
〇
万
円
以
下
」
と
し
て
い
る
。
本
人
収
入
月
八
万
円
と
い
う
金
額

は
、
都
市
部
の
単
身
者
へ
の
生
活
扶
助
に
近
い
額
で
あ
る
。
世
帯
収
入
二
五
万

円
は
都
市
部
の
三
人
世
帯
へ
の
生
活
扶
助
と
住
宅
扶
助
を
あ
わ
せ
た
金
額
に
近

い
額
で
あ
る
。
生
活
保
護
の
手
前
の
制
度
と
し
て
は
、
資
産
要
件
は
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
く
三
〇
〇
万
円
と
い
う
金
額
で
あ
る
が
、
本
人
収
入
要
件
は
低
す
ぎ
る

し
、
世
帯
収
入
要
件
も
生
活
保
護
手
前
と
い
う
に
は
低
い
設
定
で
あ
る
。

実
施
状
況
を
示
し
た
の
が
、
第
１
表
で
あ
る
。
利
用
者
は
制
度
創
設
直
後
の

二
〇
一
二
年
の
約
一
〇
万
人
を
ピ
ー
ク
に
以
後
減
少
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
二
〇

一
九
年
に
は
二
万
人
台
を
ど
う
に
か
保
つ
水
準
に
ま
で
低
下
し
て
い
た
。
そ
れ

が
二
〇
二
〇
年
以
降
、
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

求
職
者
支
援
訓
練
を
受
講
し
て
い
る
人
の
な
か
で
、
訓
練
受
講
給
付
金
を
受

給
し
て
い
る
人
の
割
合
は
、
二
〇
二
〇
年
の
四
四
％
が
二
〇
二
一
年
に
は
四
七

％
と
な
っ
て
い
る
。
金
銭
給
付
を
受
給
し
て
い
る
人
の
数
は
微
増
し
た
が
、
訓

練
受
講
者
中
の
比
率
は
半
分
を
割
っ
て
い
る
。
実
数
で
い
え
ば
一
万
人
台
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
制
度
の
存
在
意
義
を
示
す
に
は
利
用
者
数
が
少
な
す
ぎ
る
。

第１表 求職者支援制度の利用者の推移

２０１６年

３２，３０６

１５，５０８

４８

２０２２年

〔出所〕 厚生労働省「求職者支援制度について」、「令和３年度求職者支援訓練実績」より

２０１５年

４０，５８７

２０，６２６

５１

２０２１年

２８，２６０

１３，３７１

４７

２０１１年

５５，００２

２８，５２５

５２

２０２０年

２３，７３４

１０，４０６

４４

２０１２年

７４，９３３

３９，８４０

５３

２０１９年

２１，０２０

８，７５１

４２

２０１３年

９８，５４１

５８，４３９

５９

２０１８年

２３，３８４

１０，１９３

４４

２０１４年

５０，７５８

２３，４２９

４６

２０１７年

２６，８２２

１２，５０６

４７

求職者支援訓練受講者数

職業訓練受講給付金受給者数

給付金受給率（％）

求職者支援訓練受講者数

職業訓練受講給付金受給者数

給付金受給率（％）
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２

コ
ロ
ナ
禍
前
の
利
用
者
の
生
活
実
態

コ
ロ
ナ
禍
前
の
求
職
者
支
援
制
度
の
利
用
の
実
態
と
成
果
に
つ
い
て
は
、
労

働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が
二
〇
一
二
年
か
ら
「
訓
練
前
調
査
」「
訓
練
後
調

査
」「
追
跡
調
査
」
の
三
段
階
の
大
規
模
な
調
査
を
行
っ
て
（
１０
）

い
る
。
報
告
書
に

よ
る
と
、
利
用
者
の
属
性
は
、
二
〇
一
二
年
調
査
時
点
で
、
女
性
が
七
割
と
多

く
を
占
め
て
い
た
。
利
用
者
は
、「
親
と
同
居
す
る
正
規
就
労
経
験
の
乏
し
い

若
年
者
」「
失
業
期
間
が
や
や
長
期
に
わ
た
る
独
身
男
性
」「
正
規
就
労
経
験
が

長
く
生
計
の
担
い
手
で
も
あ
っ
た
中
高
年
の
長
期
失
業
者
」「
配
偶
者
あ
り
子

供
あ
り
の
主
婦
層
」
の
四
つ
の
類
型
か
ら
な
っ
て
い
た
。
職
業
訓
練
期
間
は
三

〜
四
ヵ
月
未
満
が
最
も
多
く
、
五
割
強
で
あ
っ
た
。
女
性
の
ほ
う
が
訓
練
期
間

第２表 本人年収入

％

２６．４％

４０．６％

１９．５％

８．２％

２．９％

１．０％

０．７％

０．３％

０．４％

１００．０％

※無回答を除き再集計した。
〔出所〕 労働政策研究研修機構（２０１５）、３４頁

第３表 世帯年収入

％

１３．１％

１９．７％

１８．５％

１６．８％

１２．１％

６．３％

４．４％

３．７％

５．４％

１００．０％

※無回答を除き再集計した。
〔出所〕 労働政策研究研修機構（２０１５）、３６頁

Ｎ

１，６０４

２，４６７

１，１８６

４９８

１７４

６２

４０

１７

２３

６，０７１

Ｎ

６０１

９０６

８４９

７７０

５５５

２８８

２０２

１６８

２５０

４，５８９

本人年収入

なし

０円超１００万円以下

１００万円超２００万円以下

２００万円超３００万円以下

３００万円超４００万円以下

４００万円超５００万円以下

５００万円超６００万円以下

６００万円超７００万円以下

７００万円超

合計

世帯年収入

なし

０円超１００万円以下

１００万円超２００万円以下

２００万円超３００万円以下

３００万円超４００万円以下

４００万円超５００万円以下

５００万円超６００万円以下

６００万円超７００万円以下

７００万円超

合計
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が
短
い
。
ま
た
、
世
帯
収
入
や
金
融
資
産
が
多
い
人
の
ほ
う
が
、
訓
練
期
間
が

短
い
。

本
人
の
税
込
年
収
（
第
２
表
）
は
、「
な
し
」
が
四
分
の
一
で
あ
り
、「
〇
円

超
一
〇
〇
万
円
以
下
」
が
四
割
を
占
め
る
。
七
割
弱
の
人
が
、
単
身
生
活
者
の

最
低
生
活
費
に
満
た
な
い
収
入
で
あ
る
。

世
帯
の
税
込
年
収
入
を
み
る
と
（
第
３
表
）、
一
〇
〇
万
円
以
下
が
三
三

％
、
二
〇
〇
万
円
以
下
が
五
一
・
三
％
で
あ
る
。
二
人
世
帯
の
生
活
保
護
の
最

低
生
活
費
は
月
額
一
八
万
円
、
年
額
二
〇
〇
万
円
強
で
あ
る
（
本
特
集
五
一
頁

参
照
）。
世
帯
年
収
を
と
っ
て
も
、
最
低
生
活
費
に
満
た
な
い
世
帯
が
五
割
近

い
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

世
帯
全
体
の
金
融
資
産
を
み
る
と
（
第
４
表
）、「
な
し
」
が
二
七
％
、「
〇

円
超
一
〇
〇
万
円
以
下
」
が
三
五
％
で
あ
っ
た
。
全
体
の
六
割
の
世
帯
の
金
融

資
産
は
一
〇
〇
万
円
以
下
で
あ
る
。

本
人
収
入
だ
け
見
る
と
七
割
、
世
帯
収
入
を
見
て
も
五
割
ほ
ど
が
最
低
生
活

費
を
割
り
込
ん
で
い
る
。
世
帯
の
金
融
資
産
を
み
て
も
、
金
融
資
産
な
し
が
二

六
・
八
％
で
あ
る
。
預
貯
金
が
一
ヵ
月
分
の
最
低
生
活
費
以
下
の
世
帯
が
三
割

は
あ
る
と
見
込
ん
で
よ
か
ろ
う
。
求
職
者
支
援
の
対
象
者
の
う
ち
、
収
入
、
資

産
と
も
生
活
保
護
の
受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
世
帯
が
三
割
近
い
と
推
定
で

（
１１
）

き
る
。
生
活
保
護
の
資
産
要
件
が
緩
く
、
収
入
要
件
だ
け
で
判
定
さ
れ
た
と
す

る
な
ら
、
五
割
ほ
ど
が
生
活
保
護
の
対
象
と
な
る
。

追
跡
調
査
を
み
る
と
、
受
講
訓
練
期
間
が
長
い
ほ
ど
、
訓
練
終
了
後
か
ら
就

職
ま
で
の
日
数
が
短
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
訓
練
を
終
え
た
人
の
ど
れ
だ

け
が
就
職
し
て
、
ど
の
程
度
の
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
分
析
さ

れ
て
い
な
い
。

分
析
結
果
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
位
一
体
の
施
策
と
し
て
、
給

付
金
を
支
給
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
で
（
１２
）

あ
る
。

「
給
付
金
を
受
給
し
た
利
用
者
の
多
く
は
、
訓
練
や
学
習
を
安
心
し
て
行
え
る
生
活
基
盤
・

学
習
環
境
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
一
定
額
以
上
の
給
付
金
が
あ
る
こ
と
を
肯
定
的
に

捉
え
て
い
た
。
給
付
金
が
あ
る
こ
と
で
、
職
業
訓
練
に
専
心
し
う
る
環
境
整
備
が
な
さ
れ

て
訓
練
・
学
習
の
実
効
が
上
が
る
と
い
っ
た
側
面
は
、
職
業
訓
練
＋
給
付
金
支
給
＋
就
職

支
援
の
三
位
一
体
の
施
策
と
し
て
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
し
て
示
唆
さ
れ
る
。」

第４表 世帯金融資産

％

２６．８％

３５．２％

１０．７％

８．２％

４．９％

３．１％

２．４％

１．２％

１．０％

０．６％

１．２％

４．７％

１００．０％

※無回答を除き再集計した。
〔出所〕 労働政策研究研修機構（２０１５）、３８頁

Ｎ

１，２６６

１，６６２

５０３

３８７

２２９

１４４

１１３

５９

４７

２９

５８

２２４

４，７２１

金融資産

なし

０円超１００万円以下

１００万円超２００万円以下

２００万円超３００万円以下

３００万円超４００万円以下

４００万円超５００万円以下

５００万円超６００万円以下

６００万円超７００万円以下

７００万円超８００万円以下

８００万円超９００万円以下

９００万円超１０００万円以下

１０００万円超

合計
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職
業
訓
練
、
就
職
支
援
が
実
効
を
あ
げ
る
に
は
、
給
付
金
支
給
に
よ
っ
て
安

心
で
き
る
生
活
基
盤
を
支
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
金
銭
給
付
の
効
果
を
強

調
し
て
い
る
意
義
は
大
き
い
。
た
だ
し
、
給
付
金
を
受
給
し
た
と
し
て
も
、
収

入
が
最
低
生
活
以
下
の
生
活
に
と
ど
ま
る
世
帯
も
多
い
。
そ
れ
を
生
活
保
護
で

補
完
し
て
生
活
基
盤
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
職
業
訓
練
、
就
労

支
援
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。

３

コ
ロ
ナ
禍
で
の
特
例
措
置
と
そ
の
効
果

�

要
件
の
緩
和
と
対
象
の
拡
大

厚
生
労
働
省
は
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
二
〇
二
一
年
二
月
以
降
、
特
例
措
置
を

設
（
１３
）

け
た
。
訓
練
対
象
者
に
関
し
て
は
、
再
就
職
や
転
職
を
め
ざ
す
も
の
と
い
う

限
定
を
な
く
し
、
自
営
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
転
職
せ
ず
に
働
き
な
が
ら
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
者
を
加
え
た
。
訓
練
期
間
を
二
週
間
か
ら
六
ヵ
月
へ
、
訓

練
時
間
を
月
一
〇
〇
時
間
以
上
か
ら
月
六
〇
時
間
以
上
へ
と
変
更
し
た
。
開
講

形
態
と
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
訓
練
の
設
定
を
促
進
す
る
と
し
た
。
出
席
要
件

は
、
理
由
を
問
わ
ず
欠
席
を
訓
練
実
施
日
の
二
割
ま
で
認
め
る
と
し
、
子
ど
も

の
世
話
な
ど
欠
席
の
理
由
を
証
明
で
き
な
い
場
合
へ
の
配
慮
を
行
っ
た
。

本
人
の
収
入
要
件
は
、
シ
フ
ト
制
で
働
く
人
や
、
自
営
業
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
、
副
業
・
兼
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
上
限
を
月
一
二
万
円
へ
引
き
上
げ

た
。
一
・
五
倍
の
引
き
上
げ
で
あ
り
、
単
身
生
活
保
護
受
給
者
の
最
低
生
活
費

へ
近
づ
い
た
が
、
生
活
保
護
手
前
の
制
度
と
す
る
に
は
ま
だ
低
い
。
世
帯
収
入

要
件
は
、
配
偶
者
や
親
と
同
居
し
て
い
る
非
正
規
雇
用
労
働
者
が
給
付
金
を
受

給
し
や
す
く
す
る
た
め
、
上
限
を
月
四
〇
万
円
へ
引
き
上
げ
た
。
一
・
六
倍
の

大
幅
な
緩
和
で
あ
り
、
四
人
世
帯
の
最
低
生
活
費
を
大
き
く
上
回
る
額
と
な

り
、
こ
の
点
は
生
活
保
護
手
前
の
制
度
と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
お
、
訓
練
受
講
給
付
金
は
当
初
、
求
職
者
支
援
訓
練
を
受
講
す
る
者
に
対

象
を
限
定
し
て
お
り
、
公
共
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
者
は
対
象
外
で
あ
っ
た
。

二
〇
二
二
年
三
月
三
一
日
の
雇
用
保
険
法
改
正
に
よ
っ
て
、
公
共
職
業
訓
練
を

受
講
す
る
者
で
も
訓
練
受
講
給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
改
正
さ

れ
、
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。
対
象
と
な
る
職
業
訓
練
の
枠
を
広

げ
、「
職
業
訓
練
＋
就
労
支
援
＋
給
付
金
支
給
」
の
三
位
一
体
の
対
象
を
拡
大

し
た
意
義
は
大
き
い
。

�

制
度
改
善
に
よ
る
効
果
、
影
響
、
課
題

制
度
変
更
が
ど
の
よ
う
な
変
化
と
効
果
を
も
た
ら
し
た
か
を
、
厚
生
労
働
省

が
明
ら
か
に
し
て
（
１４
）

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
求
職
者
支
援
制
度
の
利
用
者
の
男

女
比
は
、
女
性
が
七
二
・
六
％
を
占
め
る
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

雇
用
保
険
の
受
給
資
格
が
な
く
求
職
者
支
援
制
度
に
よ
る
職
業
訓
練
を
受
講
し

て
い
る
人
の
う
ち
、
受
講
給
付
金
を
受
給
し
て
い
る
人
の
割
合
は
四
七
・
三
％

で
、
こ
こ
に
も
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

第
２
図
に
示
す
よ
う
に
、
受
講
給
付
金
受
給
者
の
三
五
・
四
％
が
い
ず
れ
か

の
特
例
措
置
を
利
用
し
て
い
る
。
出
席
要
件
に
関
わ
る
特
例
が
四
分
の
一
以
上

の
人
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
は
該
当
し
な

い
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
育
児
や
子
育
て
な
ど
に
関
わ
る
対
応
の
た
め
に
出
席
で

き
な
く
な
っ
た
事
態
に
対
し
、
こ
の
特
例
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他

方
で
、
世
帯
の
収
入
要
件
の
緩
和
も
一
定
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
月
収
四
〇

万
円
が
上
限
と
な
り
、
生
活
保
護
手
前
の
世
帯
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
本
人
の
収
入
要
件
の
拡
充
は
あ
ま
り
影
響
を
し
て
い
な
い
。
そ
も
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そ
も
本
人
収
入
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
と
て
も
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
特
例
に
よ
る
受
講
促
進
効
果
と
し
て
、
雇
用
保
険
受
給
者
で
は
な

い
人
の
受
講
給
付
金
受
給
者
が
二
一
・
九
％
増
加
し
た
。
ま
た
、
受
講
給
付
金

受
給
者
の
中
退
率
（
就
職
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
六
・
一

％
か
ら
、
五
・
六
％
へ
低
下
し
て
（
１５
）

い
る
。

訓
練
を
受
講
し
て
い
る
人
の
収
入
状
況
に
つ
い
て
は
、
働
き
な
が
ら
訓
練
を

受
講
し
て
い
る
者
は
一
五
％
で
あ
り
、
そ
の
人
た
ち
の
一
ヵ
月
の
収
入
を
示
し

た
の
が
第
３
図
で
あ
る
。
一
ヵ
月
の
就
労
収
入
が
一
二
万
円
を
超
え
て
い
る
の

は
二
・
一
％
に
す
ぎ
ず
、
訓
練
受
講
中
の
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
収
入
要
件
か
ら

す
れ
ば
、
訓
練
受
講
給
付
金
の
受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
七
三
・
九
％
の
人
が
月
収
六
万
円
未
満
で
あ
る
。
こ
の
人
た
ち
は
、
訓
練

受
講
給
付
金
一
〇
万
円
を
足
し
て
も
、
複
数
世
帯
な
ら
、
収
入
は
生
活
保
護
が

定
め
る
最
低
生
活
水
準
を
超
え
な
い
し
、
単
身
世
帯
で
も
そ
の
多
く
は
最
低
生

活
費
以
下
か
ギ
リ
ギ
リ
の
金
額
で
あ
る
。
資
産
保
有
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
は
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
預
貯
金
が
な
く
、
生
活
保
護
の
受
給
要
件
を
満

た
し
て
い
る
人
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

４

小

括

求
職
者
支
援
制
度
は
、
コ
ロ
ナ
特
例
と
し
て
収
入
要
件
を
緩
和
し
た
。
世
帯

収
入
要
件
の
緩
和
に
よ
り
、
生
活
保
護
手
前
の
人
を
受
け
入
れ
る
効
果
を
あ
げ

た
。
生
活
困
窮
者
を
支
援
す
る
制
度
と
し
て
は
、
月
収
四
〇
万
円
と
い
う
上
限

を
今
後
の
目
安
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
訓
練
受
講
給
付
金
を
受
給
し
て
も
、
収
入
が
生
活
保
護
以
下
に
と

ど
ま
る
世
帯
が
多
数
を
占
め
た
。
生
活
保
護
の
資
産
要
件
を
緩
和
し
て
、
生
活

保
護
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
性
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。

生
活
の
安
定
を
図
る
う
え
で
、
住
居
確
保
給
付
金
と
の
併
給
が
可
能
と
な
っ

っ
た
。
生
活
費
と
住
居
費
を
あ
わ
せ
て
給
付
す
る
端
緒
が
で
き
た
。
た
だ
し
、

二
つ
あ
わ
せ
て
も
収
入
は
生
活
保
護
基
準
を
超
え
る
と
は
限
ら
な
い
。

低
所
得
者
・
生
活
困
窮
者
に
対
象
を
限
定
し
た
給
付
を
組
み
合
わ
せ
て
最
低

生
活
費
を
超
え
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
困
窮
に
陥
る
手
前
の
中
間
層
ま
で
を

第２図 受講給付金受給者のうち特例措置が適用された者の
割合（求職者支援訓練）

〔出所〕 職業安定分科会雇用保険部会（第１７９回）２０２２年１２月１９日，資料２，スライド６

第３図 １ヵ月の就労による収入

〔出所〕 職業安定分科会雇用保険部会（第１７９回）２０２２年１２月１９日，資料２，スライド１１

特集１ コロナ禍における生活困窮者支援制度と生活保護
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も
対
象
と
し
た
制
度
に
し
て
、
貧
困
に
陥
る
の
を
防
止
す
る
と
い
う
位
置
づ
け

に
す
べ
き
で
あ
る
。

訓
練
受
講
給
付
金
は
受
給
要
件
の
緩
和
に
よ
っ
て
利
用
し
や
す
く
な
り
受
給

者
が
増
加
し
て
き
た
と
は
い
え
、
年
間
の
受
給
者
は
一
万
人
台
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
受
講
給
付
金
の
対
象
と
な
る
職
業
訓
練
を
拡
大
し
、
給
付
期
間
も
一
年

間
に
延
長
し
、
生
活
困
窮
者
支
援
制
度
の
就
労
準
備
支
援
事
業
・
就
労
訓
練
事

業
の
対
象
者
が
給
付
金
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
基
礎
的
な
職
業
訓
練
、

受
講
金
給
付
、
就
労
支
援
の
三
位
一
体
で
の
対
応
を
可
能
と
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

第
二
章

住
居
確
保
給
付
金

１

住
居
確
保
給
付
金
の
概
要

第
二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
は
、
生
活

困
窮
者
を
生
活
保
護
の
手
前
で
支
援
す
る
た
め
に
、「
自
立
相
談
支
援
事
業
」、

「
住
居
確
保
給
付
金
」、「
就
労
準
備
支
援
事
業
」、「
一
時
生
活
支
援
事
業
」、

「
家
計
改
善
支
援
事
業
」、「
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業
」
の
諸
事
業

と
、「
認
定
就
労
訓
練
（
中
間
的
就
労
）」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、

金
銭
給
付
と
し
て
生
活
困
窮
に
直
接
対
応
で
き
る
の
は
、
家
賃
補
助
と
し
て
の

住
居
確
保
給
付
金
だ
け
で
あ
る
。

住
居
確
保
給
付
金
は
、「
離
職
等
に
よ
り
経
済
的
に
困
窮
し
、
住
居
を
失
っ

た
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、
住
居
確
保
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と

に
よ
り
、
安
定
し
た
住
居
の
確
保
と
就
労
自
立
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
際
に
離
職
と
と
も
に
住
居
を
失
っ
た
人

た
ち
の
た
め
に
、
雇
用
対
策
の
枠
内
で
具
体
化
さ
れ
た
住
宅
手
当
・
住
宅
支
援

給
付
金
を
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
な
か
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
唯

一
の
金
銭
給
付
事
業
で
あ
り
、
家
賃
補
助
さ
え
あ
れ
ば
生
活
が
成
り
立
つ
こ
と

が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
本
人
に
で
は
な
く
、
家
主
に
直
接
支
払
わ
れ
る
。
す

べ
て
の
自
治
体
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
必
須
事
業
で
あ
る
。

支
給
対
象
者
は
、「
申
請
日
に
お
い
て
六
五
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
離
職
等
後

二
年
以
内
」
で
、「
離
職
等
の
前
に
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
し
て
」
い

た
人
で
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
」
こ
と
、「
国
の

雇
用
施
策
に
よ
る
給
付
等
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
」
と
い
う
条
件
を
満
た
す
人

で
あ
る
。
離
職
・
廃
業
を
し
た
稼
働
年
齢
の
主
た
る
生
計
維
持
者
を
念
頭
に
置

い
て
い
る
。

支
給
要
件
と
し
て
、
収
入
要
件
は
「
申
請
月
の
世
帯
収
入
合
計
額
が
、『
基

準
額
＋
家
賃
額
』
以
下
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
丁
寧
に
見
て
お
こ
う
。
こ
こ

で
い
う
「
基
準
額
」
と
は
、
稼
働
年
齢
の
人
が
市
町
村
民
税
均
等
割
（
以
下
、

住
民
税
均
等
割
）
非
課
税
と
な
る
収
入
額
を
一
二
分
の
一
に
し
、
月
額
換
算
し

た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
基
準
額
を
示
し
た
の
が
第
５
表
で
あ
る
。
住
民
税

非
課
税
限
度
額
は
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
こ
の
金
額
は
あ
く
ま
で
例

示
で
あ
る
。
一
級
地
の
基
準
額
は
、
単
身
世
帯
八
・
四
万
円
、
二
人
世
帯
一
三

万
円
、
三
人
世
帯
一
七
・
二
万
円
、
四
人
世
帯
二
一
・
四
万
円
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
い
う
級
地
は
、
生
活
保
護
法
が
定
め
る
地
域
格
差
区
分
の
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
住
民
税
均
等
割
非
課
税
限
度
額
は
、
生
活
保
護
制
度
が
定
め
る
生
活
扶

助
給
付
額
に
準
じ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
生
活
扶
助
給
付
は
、
医
療
扶
助
、
住
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宅
扶
助
な
ど
生
活
保
護
法
が
定
め
る
八
種
類
の
扶
助
の
一
つ
で
あ
り
、
衣
食
そ

の
他
の
日
常
生
活
の
需
要
を
満
た
す
た
め
の
給
付
で
あ
る
。
一
級
地
の
基
準
額

と
、
対
応
す
る
世
帯
の
生
活
扶
助
給
付
額
と
を
比
べ
る
と
（
第
５
表
）、
基
準

額
は
生
活
扶
助
額
よ
り
も
五
〜
八
％
ほ
ど
高
い
が
近
似
し
た
金
額
で
あ
る
。
二

級
地
・
三
級
地
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
基
準
額
は
、
生
活
扶
助
給

付
額
を
若
干
上
回
る
金
額
な
の
で
あ
る
。
本
特
集
で
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
、

「
基
準
額
」
の
こ
と
を
「
生
活
扶
助
相
当
額
」
と
表
記
す
る
。

「
家
賃
額
」
は
、
そ
の
世
帯
に
適
用
さ
れ
る
「
住
宅
扶
助
限
度
額
」
の
こ
と

で
あ
る
。
住
宅
扶
助
は
生
活
保
護
制
度
が
定
め
る
扶
助
の
一
つ
で
、
家
賃
、
地

代
や
住
宅
維
持
費
を
給
付
す
る
。
住
宅
扶
助
基
準
額
そ
の
も
の
は
低
く
設
定
さ

れ
て
お
り
、
実
際
に
給
付
さ
れ
る
の
が
住
宅
扶
助
限
度
額
で
あ
る
。
東
京
都
区

内
等
一
級
地
の
場
合
、
住
宅
扶
助
基
準
額
は
一
・
三
万
円
で
あ
り
、
限
度
額

は
、
単
身
世
帯
で
五
・
三
七
万
円
、
二
人
世
帯
で
六
・
四
万
円
を
上
限
と
し
て

い
る
。
以
下
で
は
、
実
際
に
給
付
さ
れ
る
額
で
あ
る
限
度
額
の
こ
と
を
、「
住

宅
扶
助
額
」
と
略
記
す
る
。

本
特
集
で
は
、「
基
準
額
＋
家
賃
額
」
と
い
う
条
件
を
、
そ
の
世
帯
に
適
用

さ
れ
る
「
生
活
扶
助
相
当
額
＋
住
宅
扶
助
額
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
と
す
る
。

「
基
準
額
＋
家
賃
額
」
と
い
う
収
入
要
件
の
上
限
は
、
そ
の
世
帯
に
適
用
さ
れ

る
生
活
保
護
の
最
低
生
活
費
に
近
似
し
て
（
１６
）

い
る
。

住
居
確
保
給
付
金
は
、
収
入
要
件
に
加
え
て
、
資
産
要
件
を
規
定
し
て
い

る
。
申
請
時
の
世
帯
の
金
融
資
産
合
計
額
が
、「
基
準
額
×
六
（
た
だ
し
一
〇

〇
万
円
を
超
え
な
い
額
）
以
下
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
確
認
す
べ
き

は
、
資
産
要
件
と
し
て
金
融
資
産
の
み
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
生
活
保
護
で
問

題
に
な
る
自
家
用
自
動
車
や
持
ち
家
（
ロ
ー
ン
付
き
持
ち
家
）
な
ど
は
問
題
と

さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
金
融
資
産
は
、
金
融
機
関
に
対
す
る
預
貯
金

第５表 基準額と生活保護給付額（１級地）

基準額

（千円未満
切り上げ）

８４，０００

１３０，０００

１７２，０００

２１４，０００

生活保護給付額

生活扶助＋住宅扶助

１３０，９４０

１８７，４９０

２３５，３５０

２６８，６６０

〔出所〕 基準額については、第１８回社会保障審議会生活困窮者自立支援及び生活保護部会（２０２２年８月１０日）、
「資料１」スライド６０、をもとに作成、生活扶助額には児童養育加算を含む。

住民税非課税基準

収入上限
（月額）

８３，３３３

１３０，０００

１７１，６６７

２１３，３３３

住宅扶助額

５３，７００

６４，０００

６９，８００

６９，８００

給与所得控除
（年額）

５５０，０００

５５０，０００

７００，０００

８５０，０００

生活扶助額（例、４０歳代、
夫婦、中学生、小学生）

７７，２４０

１２３，４９０

１６５，５５０

１９８，８６０

所得上限
（年額）

４５０，０００

１０１，００００

１３６，００００

１７１，００００

世帯人数

単身

２人世帯

３人世帯

４人世帯

世帯人数

単身

２人世帯

３人世帯

４人世帯

特集１ コロナ禍における生活困窮者支援制度と生活保護

51



お
よ
び
現
金
と
限
定
さ
れ
て
お
り
、
債
券
、
株
式
、
投
資
信
託
、
生
命
保
険
、

個
人
年
金
保
険
等
は
含
ま
な
い
と
し
て
い
る
。
生
命
保
険
は
保
持
し
た
ま
ま

で
、
給
付
の
対
象
と
な
る
。
預
貯
金
・
手
持
ち
金
と
し
て
保
有
が
容
認
さ
れ
る

「
基
準
額
×
六
」
と
い
う
額
は
、
生
活
扶
助
給
付
額
の
六
ヵ
月
分
に
近
似
し
た

額
で
あ
る
。
東
京
都
一
級
地
の
場
合
、
単
身
世
帯
で
五
〇
・
四
万
円
、
二
人
世

帯
で
七
八
万
円
、
三
人
世
帯
で
一
〇
〇
万
円
ま
で
と
例
示
さ
れ
て
い
る
。
一
ヵ

月
分
の
最
低
生
活
費
を
上
回
る
預
貯
金
・
手
持
ち
金
が
あ
る
と
要
保
護
と
は
認

め
ら
れ
な
い
生
活
保
護
制
度
と
比
べ
る
と
、
条
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
と
は

い
え
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
資
産
要
件
三
〇
〇
万
円
に
は
及
ば
な
い
。

特
徴
的
な
の
は
、
就
職
活
動
要
件
を
厳
し
く
課
し
、
生
活
支
援
給
付
と
い
う

側
面
で
は
な
く
、
就
労
支
援
と
し
て
の
側
面
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

受
給
者
に
は
、
求
職
活
動
の
具
体
的
な
回
数
を
果
た
す
こ
と
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
。
月
四
回
以
上
、
自
立
相
談
支
援
機
関
の
面
接
等
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
、

月
二
回
以
上
、
公
共
職
業
安
定
所
で
職
業
相
談
を
受
け
安
定
所
確
認
印
を
も
ら

う
こ
と
、
原
則
週
一
回
以
上
、
求
人
先
へ
応
募
を
行
う
ま
た
は
求
人
先
の
面
接

を
受
け
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

就
労
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
申
請
を
受
け

て
、
自
立
相
談
支
援
機
関
が
受
給
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

も
と
づ
き
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
受
給
者
の
離

職
理
由
、
離
職
期
間
、
資
格
の
有
無
等
が
総
合
的
に
勘
案
さ
れ
、
受
給
者
の
状

況
に
応
じ
た
適
切
な
就
労
支
援
が
選
択
さ
れ
る
。
支
援
機
関
は
、
受
給
者
に
対

し
、
策
定
さ
れ
た
プ
ラ
ン
に
も
と
づ
き
、
誠
実
か
つ
熱
心
に
就
職
活
動
等
を
行

う
よ
う
指
示
す
る
こ
と
に
な
る
。
受
給
者
が
誠
実
か
つ
熱
心
に
就
職
活
動
を
行

わ
な
い
場
合
ま
た
は
就
労
支
援
に
関
す
る
実
施
主
体
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合

は
、
翌
月
か
ら
支
給
中
止
と
な
る
。

受
給
者
が
自
分
に
あ
っ
た
適
切
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
自
発
的
に
選
択
で
き
る

保
証
は
な
い
。
支
援
機
関
が
受
給
者
に
就
職
活
動
と
し
て
具
体
的
な
回
数
を
義

務
と
し
て
課
し
、
達
成
で
き
な
け
れ
ば
給
付
を
中
止
す
る
と
い
う
強
圧
的
な
就

労
指
導
に
な
り
か
ね
な
い
。
支
給
中
止
と
な
っ
て
も
、
受
給
者
が
不
服
を
申
し

立
て
る
こ
と
は
制
度
的
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
住
居
確
保
給
付
金
は
、
従
来

型
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
と
し
て
の
性
格
を
有
し
た
金
銭
給
付
制
度
な
の
で
あ
る
。
伴

走
型
支
援
を
標
榜
す
る
制
度
の
な
か
に
、
従
来
型
の
就
労
指
導
が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
就
労
指
導
は
、
安
定
し
た
雇
用
へ
の
就
労
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

く
、
非
正
規
・
不
安
定
雇
用
へ
の
就
職
と
な
り
、
就
労
と
離
職
を
繰
り
返
す

「
回
転
ド
ア
」
に
し
か
な
ら
ず
、
生
活
困
窮
か
ら
の
脱
却
を
も
た
ら
さ
な
い
。

職
安
で
の
求
職
活
動
の
回
数
を
課
す
こ
と
が
支
援
と
し
て
は
有
害
無
益
で
あ
る

こ
と
は
前
稿
で
指
摘
し
た
と
お
り
で
（
１７
）

あ
る
。

支
給
さ
れ
る
「
家
賃
額
」
は
、
家
賃
の
実
費
で
は
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
そ
の
世
帯
に
適
用
さ
れ
る
住
宅
扶
助
特
別
基
準
額
を
上
限
と
し
て
（
１８
）

い
る
。

家
賃
実
費
に
不
足
が
生
じ
る
場
合
は
、
自
己
で
補
て
ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。支

給
期
間
は
、
原
則
三
ヵ
月
間
で
あ
る
。「
就
職
活
動
を
誠
実
に
行
っ
て
い

る
場
合
」
に
は
、
三
ヵ
月
を
限
度
に
支
給
期
間
を
二
回
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
、
最
長
支
給
期
間
は
九
ヵ
月
と
な
る
。

支
払
い
は
、
貸
主
の
口
座
へ
直
接
振
り
込
む
「
代
理
納
付
」
で
あ
る
。
受
給

者
に
給
付
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
申
請
に
あ
た
っ
て
、
貸
主
か
ら
代
理
納
付

す
る
こ
と
の
合
意
を
得
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

住
居
確
保
給
付
金
の
位
置
づ
け
は
、
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
を
、
期
限
を
付

け
て
単
給
す
る
こ
と
を
、
生
活
保
護
と
は
別
の
制
度
で
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
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る
。
給
付
額
は
、
そ
の
世
帯
に
適
用
さ
れ
る
「
住
宅
扶
助
額
」
そ
の
も
の
で
あ

る
。
世
帯
と
し
て
預
貯
金
が
生
活
扶
助
額
の
六
倍
の
額
、
上
限
一
〇
〇
万
円
ま

で
を
容
認
し
て
い
る
。
生
活
保
護
の
資
産
要
件
を
緩
和
し
、
現
金
預
金
を
一
定

額
保
有
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
、
生
活
保
護
に
お
け
る
八
種
の
扶
助
の
う
ち
住

宅
扶
助
給
付
だ
け
を
、
最
長
九
ヵ
月
と
い
う
期
限
付
き
で
、
生
活
保
護
の
手
前

で
給
付
し
て
い
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
給
付
に
あ
た
っ
て
は
、
生
活

保
護
の
「
稼
働
能
力
活
用
要
件
」、「
指
導
指
示
に
従
う
義
務
」、「
指
導
指
示
違

反
に
よ
る
保
護
停
止
・
廃
止
」
と
い
う
諸
規
定
に
匹
敵
す
る
就
職
活
動
要
件
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。

住
居
確
保
給
付
金
は
、
生
活
の
安
定
を
確
実
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
就
労
支

援
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
前
身
で
あ
る
住
宅
支
援
給
付
金
以
来
、
受
給
者
を

高
い
水
準
で
常
用
就
職
に
結
び
つ
け
て
き
た
。
第
６
表
に
示
し
た
と
お
り
、
新

規
決
定
件
数
お
よ
び
延
長
・
再
延
長
を
含
ん
だ
支
給
決
定
総
数
は
二
〇
一
〇
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
き
た
が
、
新
規
相
談
者
の
う
ち
常
用
就
職
を
し
た
人
の

比
率
は
、
四
割
か
ら
七
割
へ
と
上
昇
し
て
き
て
い
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
厚
生
労

働
省
は
、「
生
活
困
窮
者
の
相
談
支
援
の
中
で
、
生
活
費
の
一
つ
で
あ
る
家
賃

を
支
給
す
る
住
居
確
保
給
付
金
の
利
用
を
促
す
こ
と
で
、
相
談
者
は
生
活
面
で

の
不
安
を
大
幅
に
解
消
し
、
自
立
に
向
け
た
就
職
活
動
に
注
力
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
高
い
水
準
（
六
〇
％
〜
七
〇
％：

前
身
の
住
宅

支
援
給
付
金
）
で
常
用
就
職
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
効
果
は
極
め
て
大
き
い
」

と
評
価
し
て
（
１９
）

い
る
。
厳
し
い
就
職
活
動
要
件
が
就
職
を
も
た
ら
し
た
と
評
価
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
金
銭
給
付
そ
の
も
の
が
常
用
就
職
を
も
た
ら
し
た
の
で

あ
り
、
金
銭
給
付
が
就
労
に
結
び
つ
く
と
い
う
評
価
で
あ
る
。
職
業
訓
練
受
講

給
付
金
に
対
す
る
評
価
と
同
じ
評
価
で
あ
り
、
こ
の
視
点
を
今
後
に
生
か
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第６表 住宅支援給付金年度別実績

常用就職率

７．８％

４１．８％

５４．５％

５８．５％

７５．４％

６６．５％

〔出所〕 生活困窮者自立支援制度全国担当者会議（２０１５年９月１４日）
資料３「住居確保給付金について」，スライド２をもとに作成

常用就職者数

１，５４６

１５，５２５

１３，１７６

１１，３４４

８，１５７

５，８２４

支給決定総数

１９，７４１

５５，４１７

３４，８０１

２６，６７２

１７，８６２

１３，７３２

新規決定件数

１９，７４１

３７，１５１

２４，１６１

１９，３８２

１０，８１７

８，７５８

２００９年

２０１０年

２０１１年

２０１２年

２０１３年

２０１４年
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２

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
応

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
収
入
が
急
減
し
た
広
範
な
人
々

を
支
え
る
た
め
、
住
居
確
保
給
付
金
は
、
六
五
歳
未
満
と
い
う
年
齢
制
限
を
な

く
し
、
離
職
者
以
外
へ
も
対
象
を
拡
大
し
、
求
職
活
動
要
件
を
緩
和
し
、
支
給

額
や
支
給
期
間
も
拡
充
し
た
。
ま
た
、
職
業
訓
練
給
付
金
と
の
併
給
を
可
能
と

し
た
。

ま
ず
、
従
来
の
離
職
者
に
加
え
、
離
職
に
は
至
ら
な
い
が
、
休
業
な
ど
で
収

入
が
減
少
し
た
人
に
給
付
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
二
〇
二
〇
年
四
月
二
〇

日
に
省
令
を
改
正
し
、
以
下
の
場
合
は
対
象
者
と
す
る
と
の
規
定
を
加
え
た
。

「
就
業
し
て
い
る
個
人
の
給
与
そ
の
他
の
業
務
上
の
収
入
を
得
る
機
会
が
当
該
個
人
の
責
め

に
帰
す
べ
き
理
由
又
は
当
該
個
人
の
都
合
に
よ
ら
な
い
で
減
少
し
、
当
該
個
人
の
就
労
の

状
況
が
離
職
又
は
前
号
の
場
合
と
同
等
程
度
の
状
況
に
あ
る
場
合
」（
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
施
行
規
則
第
三
条
）

ま
た
、
厳
し
い
求
職
活
動
要
件
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
行
動
制
限
の
実
情
を
ふ
ま

え
、
期
限
付
き
の
特
例
と
し
て
緩
和
さ
れ
た
。
従
来
か
ら
の
対
象
者
で
あ
る
離

職
者
に
対
し
て
は
、
自
立
相
談
支
援
機
関
へ
の
状
況
報
告
を
月
一
回
以
上
、
職

安
等
で
の
職
業
相
談
と
企
業
へ
の
応
募
を
そ
れ
ぞ
れ
月
一
回
以
上
と
し
た
。
新

規
に
対
象
と
な
っ
た
休
業
者
に
対
し
て
は
、
自
営
業
者
な
ど
従
来
の
事
業
の
継

続
を
望
む
人
達
が
多
い
こ
と
を
ふ
ま
え
、
職
安
で
の
求
職
申
し
込
み
は
課
さ

ず
、
自
立
相
談
支
援
機
関
へ
の
月
一
回
以
上
の
状
況
報
告
を
求
め
る
に
と
ど

（
２０
）

め
た
。
就
労
指
導
と
し
て
求
職
活
動
の
回
数
を
義
務
づ
け
る
と
い
う
こ
と
は
棚

上
げ
さ
れ
た
。

支
給
期
間
も
拡
充
し
た
。
再
延
長
し
て
最
長
九
ヵ
月
だ
っ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ

特
例
と
し
て
、
一
時
的
に
再
々
延
長
で
一
二
ヵ
月
ま
で
の
受
給
を
可
能
に
し
、

ま
た
、
再
支
給
（
三
ヵ
月
）
の
要
件
を
緩
和
（
２１
）

し
た
。
あ
わ
せ
て
最
長
一
五
ヵ
月

の
受
給
が
可
能
で
あ
っ
た
。

支
給
額
に
つ
い
て
は
、
世
帯
収
入
と
支
給
額
の
合
計
が
「
基
準
額
＋
住
宅
扶

助
額
」
の
枠
を
超
え
る
場
合
に
、
枠
内
に
収
ま
る
よ
う
住
宅
扶
助
額
を
削
減
し

て
給
付
す
る
の
で
は
な
く
、
住
宅
扶
助
額
を
全
額
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。
と

は
い
え
、
家
賃
の
実
費
が
支
給
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
住
宅
扶

助
額
が
上
限
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
コ
ロ
ナ
特
例
と
し
て
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
と
の
併
給
を
可
能

と
す
る
こ
と
と
し
た
。
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
一
〇
万
円
と
住
宅
扶
助
額
を
合

計
す
れ
ば
、
六
ヵ
月
に
限
っ
て
は
、
単
身
者
な
ら
最
低
生
活
を
超
え
た
金
額
が

保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

実
施
状
況
を
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
ほ
ぼ
実
績
な
し
だ
っ
た
が
、
二
〇
二

〇
年
に
新
規
申
請
件
数
が
急
増
し
、
新
規
決
定
件
数
は
一
三
万
件
に
達
し
た

（
第
４
図
）。
し
か
し
、
二
一
年
に
は
新
規
申
請
件
数
は
半
分
以
下
に
減
少
し
、

新
規
決
定
件
数
は
四
・
五
万
件
と
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
な
っ
た
。
新
規
利
用
者
の

増
加
は
一
過
性
で
あ
（
２２
）

っ
た
。

か
わ
り
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
を
反
映
し
て
再
支
給
の
決
定
数
が
伸
び
、

再
支
給
で
三
万
世
帯
ほ
ど
を
支
え
続
け
て
い
る
。
長
期
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る
な
か
で
、
収
入
が
減
少
し
、
家
賃
の
支
払
い
が
不

安
定
に
な
っ
て
い
る
世
帯
が
増
え
て
い
る
。
新
規
決
定
が
四
・
五
万
件
の
規
模

で
は
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
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３

受
給
者
の
生
活
実
態

住
居
確
保
給
付
金
の
受
給
者
の
生
活
実
態
に
つ
い
て
は
、
全
国
居
住
支
援
協

議
会
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
二
〇
一
九
年
と
コ
ロ
ナ
禍
初
年
の
二
〇
二
〇
年
の
受

給
者
に
対
す
る
調
査
を
行
っ
て
（
２３
）

い
る
。
第
７
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍

前
と
の
比
較
で
は
、
女
性
の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
は
「
女
性
不

況
」、「
シ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
女
性
に
過
大
な
負
担
が
か
か

っ
た
。
そ
れ
が
反
映
し
て
い
る
。
年
齢
の
上
限
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
六
五
歳

以
上
の
人
が
若
干
で
は
あ
る
が
利
用
し
て
い
る
。
年
金
受
給
層
は
制
度
設
計

上
、
念
頭
に
置
い
て
い
な
か
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
世
帯
構
成
は
、
単
身
世
帯

が
六
二
・
七
％
と
過
半
を
占
め
て
い
る
が
、
二
人
世
帯
、
三
人
以
上
世
帯
が
比

率
を
増
や
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
例
と
し
て
新
た
に
対
象
に
設
定
し
た
休
業
者

が
、
七
七
％
を
占
め
て
（
２４
）

い
る
。
特
例
の
効
果
で
従
来
の
利
用
者
像
と
は
異
な
る

人
々
が
利
用
し
始
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
受
給
者
の
受
給
開
始
時
の
世
帯
収
入
を
み
た
の
が
、
第
８
表
で

あ
る
。
支
給
要
件
が
「
生
活
扶
助
相
当
支
出
額
＋
住
宅
扶
助
」
以
下
な
の
で
当

然
で
あ
る
が
、
世
帯
収
入
は
生
活
保
護
に
よ
っ
て
そ
の
世
帯
に
保
障
さ
れ
る
最

低
生
活
費
以
下
の
状
態
で
あ
る
。

低
収
入
を
預
貯
金
で
カ
バ
ー
し
て
、
最
低
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
調
査
を
座
長
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
藤
森
克
彦
日
本
福
祉
大
学

教
授
が
、
単
身
世
帯
に
つ
い
て
、
収
入
だ
け
で
な
く
預
貯
金
の
保
有
実
態
も
別

途
報
告
し
て
い
る
（
第
９
表
）。
コ
ロ
ナ
禍
前
で
は
単
身
世
帯
の
七
四
・
五
％

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
六
四
・
二
％
が
、
預
貯
金
一
〇
万
円
未
満
と
の
こ

と
で
あ
る
。
住
居
確
保
給
付
金
を
受
給
し
た
単
身
世
帯
の
過
半
が
生
活
保
護
の

第４図 住居確保給付金支給実績

〔出所〕 社会保障審議会生活困窮者自立支援及び生活保護部会 第１８回、２０２２年８月１０日、資料１「居住支援の
あり方について」，スライド２３
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第７表 受給者の構成

コロナ禍後

５７．５％

４２．５％

０．３％

４９．８％

４４．４％

５．０％

６２．７％

１８．８％

１８．５％

〔出所〕 報告書、図表６～８、図表３６～３８をもとに作成（「無回答」を除いた）

第８表 世帯人員別・世帯収入／月（支給開始時）／％

３人世帯以上

１２．０

１５．５

２１．５

１５．９

１７．２

６．９

１．７

９．４

１００．０

〔出所〕 報告書、図表４６をもとに作成

第９表 支給開始時の世帯収入と世帯資産額（単身世帯）

世帯の資産額

コロナ禍後
（ｎ＝６９８）

６．６％

４４．３％

１３．３％

８．９％

５．９％

６．０％

４．３％

３．４％

７．３％

〔出所〕 藤森克彦（居住支援の強化に係る費用対効果の調査分析委員会座長）「コロナ禍における居住支援のあ
り方――住居確保給付金からみた現状課題――」全国居住支援法人協議会総会記念シンポジウム報告資
料、スライド１２、２０２１年６月２６日

コロナ禍前
（ｎ＝４７）

１２．８％

５５．３％

６．４％

４．３％

６．４％

２．１％

２．１％

０．０％

１０．６％

コロナ禍前

６５．２％

３４．８％

０．０％

４９．４％

５０．６％

―

６５．２％

１８．０％

１６．９％

２人世帯

２３．３

１５．７

２７．５

２１．６

３．０

０．０

０．４

８．５

１００．０

世帯収入

コロナ禍後
（ｎ＝７００）

４４．４％

２１．９％

２８．７％

４．７％

０．３％

０．０％

０．０％

男性

女性

１０代

２０～３９歳

４０～６４歳

６５～７４歳

単身世帯

２人世帯

３人以上世帯

単身世帯

３９．５

１９．４

２５．５

４．２

０．３

０．０

０．０

１１．２

１００．０

コロナ禍前
（ｎ＝４７）

５５．３％

１７．０％

２１．３％

６．４％

０．０％

０．０％

―

性 別

年齢階層

世帯人数

０円

１円以上５万円未満

５～１０万円未満

１０～１５万円未満

１５～２０万円未満

２０～２５万円未満

２５万円以上

無回答

合計

０円（無収入）

１円以上５万円未満

５～１０万円未満

１０～１５万円未満

１５～２０万円未満

２０～２５万円未満

２５～３０万円未満

３０～３５万円未満

３５万円以上
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資
産
要
件
も
満
た
す
要
保
護
状
態
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
二
人
以
上
の
世
帯
に

つ
い
て
も
、
同
様
の
状
況
で
あ
る
と
類
推
で
き
る
。

な
お
、
単
身
世
帯
で
は
収
入
五
万
円
未
満
が
半
数
を
超
え
て
お
り
、
住
宅
扶

助
分
の
給
付
を
受
け
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
世
帯
の
収
入
は
最
低
生
活
費
を

超
え
る
額
に
は
な
ら
な
い
。
二
人
以
上
の
世
帯
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
い

え
る
。

就
労
支
援
の
側
面
を
持
っ
た
制
度
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
常
用
就
職
の

高
さ
を
誇
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
が
大
き
く
変
化
し
た
。
受
給
し
終
わ
っ
た
人
の

就
労
率
は
低
下
し
て
い
る
。

「
令
和
二
年
度
の
受
給
者
の
う
ち
『
離
職
・
廃
業
等
』
の
者
が
常
用
就
職
し
て
受
給
が
終
了

し
た
割
合
は
三
三
・
二
％
、『
休
業
等
』
の
者
の
就
業
機
会
が
回
復
し
て
受
給
が
終
了
し
た

割
合
は
一
〇
・
五
％
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
情
勢
の
変
化

や
、
緊
急
事
態
措
置
等
を
踏
ま
え
た
求
職
活
動
要
件
の
緩
和
措
置
が
相
ま
っ
て
い
ず
れ
も

低
調
と
な
（
２５
）

っ
た
。」

受
給
終
了
後
、
離
職
者
の
七
割
近
く
が
常
用
就
職
で
き
な
い
ま
ま
に
な
っ
て

お
り
、
休
業
者
に
い
た
っ
て
は
、
九
割
は
仕
事
が
回
復
し
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
住
居
喪
失
の
危
機
に

直
面
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
受
給
開
始
時
に
は
要
保
護
状
態
の
人
が
過
半

で
あ
る
こ
と
を
先
に
確
認
し
た
が
、
受
給
が
終
わ
っ
て
困
窮
の
度
合
い
が
深
刻

に
な
り
、
要
保
護
状
態
と
な
っ
て
い
る
世
帯
が
多
数
を
占
め
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
を
し
、
生
活
保
護
受
給
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
制
度
運
用
に
関
わ
っ
て
見
逃
せ
な
い
の
は
、
求
職
要
件
の
緩
和
が
就

労
率
低
下
の
要
因
だ
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
従
来
型
の
就
労
指
導
の
復
活
は

弊
害
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
対
面
で
の
支
援
が
む

ず
か
し
か
っ
た
が
、
今
後
は
、
自
己
決
定
に
も
と
づ
く
選
択
を
保
障
で
き
る
よ

う
、
経
済
給
付
に
よ
る
生
活
の
安
定
を
前
提
に
、
多
様
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
課
題
な
の
で
あ
る
。

４

コ
ロ
ナ
特
例
の
終
了
と
今
後
の
課
題

二
〇
二
三
年
三
月
で
コ
ロ
ナ
特
例
は
終
了
し
、
四
月
か
ら
求
職
活
動
要
件
は

元
に
（
２６
）

戻
る
。
離
職
し
た
人
は
、
職
安
へ
の
求
職
申
し
込
み
、
月
四
回
以
上
の
自

立
相
談
支
援
機
関
で
の
相
談
、
月
二
回
以
上
の
職
安
で
の
職
業
相
談
、
月
一
回

以
上
の
企
業
等
へ
の
応
募
が
課
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
省
令
改
正
で
新
た
に
対
象

と
な
っ
た
休
業
者
に
つ
い
て
は
、
自
営
業
者
で
事
業
再
生
を
め
ざ
す
場
合
は
、

職
安
へ
の
求
職
申
込
で
は
な
く
、
中
小
企
業
庁
に
よ
る
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」

か
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
な
ど
の
公
的
な
経
営
相
談
先
に
お
い
て
、
経
営
改

善
に
関
す
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
を
申
し
込
み
、
月
一
回
、
経
営
相
談
を
受
け

る
こ
と
を
要
件
と
し
て
課
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
人
た
ち
に
は
、
あ
わ
せ
て

月
四
回
以
上
の
自
立
相
談
支
援
機
関
で
の
相
談
、
月
一
回
以
上
の
「
給
与
以
外

の
業
務
上
の
収
入
を
得
る
機
会
の
増
加
を
図
る
取
り
組
み
」
が
義
務
と
し
て
課

せ
ら
れ
る
。
な
お
、
自
営
業
者
で
も
経
営
継
続
の
意
志
や
経
営
改
善
の
意
欲
が

な
い
人
は
、
被
雇
用
者
と
同
じ
扱
い
と
さ
れ
、
離
職
し
た
人
と
同
じ
義
務
が
課

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

住
居
確
保
給
付
金
は
、
生
活
保
護
の
「
稼
働
能
力
活
用
要
件
」
に
匹
敵
す
る

要
件
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
指
導
指
示
に
従
う
義
務
違
反
に
対
す
る
給
付
停
止

も
生
活
保
護
法
同
様
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
生
活
保
護
と
は
違
い
、

利
用
者
が
決
定
に
対
し
て
不
服
を
申
し
立
て
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。

生
活
困
窮
者
支
援
制
度
が
、
対
人
支
援
と
し
て
、
そ
の
人
に
寄
り
添
う
こ
と
が

特集１ コロナ禍における生活困窮者支援制度と生活保護
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で
き
る
か
ど
う
か
が
、
こ
こ
で
試
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
金
銭
給
付
が
絡
ん
で

く
る
と
、
上
か
ら
指
導
を
し
、
指
導
に
従
わ
な
い
か
ら
給
付
を
中
止
す
る
と
い

う
や
り
方
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
、
何
ら
新
し
さ
が
な
い
。
生
活
に
困
窮
し

た
人
の
実
態
に
あ
わ
せ
た
伴
走
型
支
援
に
お
い
て
、
回
数
を
一
律
に
義
務
と
し

て
課
す
こ
と
は
原
則
と
し
て
そ
ぐ
わ
な
い
し
、
回
数
で
意
欲
の
有
無
を
判
断
す

る
と
な
る
と
、
弊
害
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
誠
実
か
つ
熱
心
な
就
職
活
動
を

行
う
よ
う
指
示
し
、
回
数
を
こ
な
さ
な
い
場
合
に
は
、
指
示
に
従
わ
な
い
と
し

て
、
支
給
を
中
止
す
る
と
い
う
や
り
方
は
、
伴
走
型
支
援
で
は
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
審
議
会
に
お
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
伴
走
型
支
援
の

原
則
に
沿
っ
た
規
定
に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
支
援
機
関
と
し
て
は
、
回

数
の
履
行
を
義
務
と
し
て
課
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
に
即
し
た
多
様
な
支
援

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
で
き
る
か
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
早
急
な
検
討
と
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
。

な
お
、
最
長
で
一
五
ヵ
月
の
支
給
期
間
に
つ
い
て
も
、
検
証
が
必
要
で
あ

る
。
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
が
支
給
終
了
に
と
も
な
い
、
住
居
喪
失
の
危
機
に
直
面

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
章

就
労
支
援

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
諸
事
業
の
な
か
で
、
経
済
状
況
の
改
善
を
直
接

も
た
ら
す
金
銭
給
付
は
、
住
居
確
保
給
付
金
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
で
経
済

的
困
窮
に
対
処
す
る
に
は
、
働
い
て
収
入
を
増
や
す
し
か
な
い
。
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
は
、
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
収
入
を
増
や
せ
る
よ
う
に
、
働
く
こ
と

を
支
援
す
る
制
度
で
あ
る
。
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
や
社
会
資
源
の
開

発
と
い
う
地
域
づ
く
り
の
側
面
が
強
調
さ
れ
、
地
域
共
生
社
会
の
方
向
に
軸
足

を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
居
場
所
が
で
き
て
も
、

収
入
が
増
え
、
金
銭
的
に
楽
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
生
活
困
窮
に
対
応
す
る

に
は
、
働
く
し
か
な
い
。
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
は
、
就
労
支
援
が
中
心

に
置
か
れ
た
「
働
く
た
め
の
福
祉
」
の
制
度
な
の
で
あ
る
。

就
労
支
援
と
し
て
、
自
立
相
談
支
援
事
業
に
お
け
る
就
労
支
援
、
就
労
準
備

支
援
事
業
、
認
定
就
労
訓
練
と
い
う
三
種
類
の
就
労
支
援
が
提
供
さ
れ
て
き

た
。１

自
立
相
談
支
援
事
業

自
立
相
談
支
援
事
業
に
お
い
て
は
、
相
談
支
援
員
が
、
生
活
困
窮
者
の
相
談

に
応
じ
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
個
々
人
の
状
態
に
あ
っ
た
支
援
計
画
を

作
成
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
。
自

立
相
談
は
、
当
初
か
ら
就
労
支
援
に
重
点
を
置
い
て
き
た
。
全
国
合
計
で
主
任

相
談
支
援
員
一
二
四
七
人
、
相
談
支
援
員
三
二
七
九
人
、
就
労
支
援
員
一
八
五

〇
人
が
配
置
さ
れ
て
い
（
２７
）

る
が
、
就
労
支
援
に
特
化
し
た
就
労
支
援
員
だ
け
で
な

く
、
主
任
相
談
支
援
員
、
相
談
支
援
員
も
就
労
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
相
談
支
援
の
運
営
は
、
直
営
と
の
併
用
も
含
め
約
七
割
の
自
治
体
が

委
託
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
委
託
先
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
七
八
％
と
な
っ

て
（
２８
）

い
る
。
就
労
支
援
と
し
て
は
、
就
労
意
欲
喚
起
や
自
己
理
解
の
促
進
な
ど
の

就
労
に
向
け
た
支
援
、
職
安
や
企
業
面
接
へ
の
同
行
な
ど
が
行
わ
れ
て
（
２９
）

き
た
。

就
労
支
援
の
対
象
と
な
る
の
は
、
比
較
的
早
期
に
一
般
就
労
を
め
ざ
す
こ
と
が

で
き
る
人
で
あ
り
、
支
援
対
象
者
の
経
済
的
要
件
は
定
め
て
い
な
い
。

就
労
支
援
に
よ
り
生
活
困
窮
者
の
経
済
状
況
を
ど
れ
だ
け
改
善
し
て
い
る

58



か
。
支
援
の
効
果
は
第
１０
表
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
制
度
創
設
当
初
は
七

〇
％
台
だ
っ
た
増
収
・
就
労
率
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
に
六
〇
％
台
に
低
下
し

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
就
労
・
増
収
率
は
半
減
し
二
七
％
弱
ま
で

低
下
し
た
。
そ
の
後
四
〇
％
台
に
回
復
し
て
は
き
た
が
、
元
に
戻
っ
て
は
い
な

い
。
ど
れ
だ
け
の
収
入
増
を
も
た
ら
し
た
か
の
デ
ー
タ
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
自
立
相
談
支
援
事
業
に
よ
る
就
労
支
援
を
通
じ
て
、
生
活
困
窮
か

ら
ど
の
程
度
脱
却
で
き
た
の
か
を
検
証
で
き
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
増

収
効
果
が
大
き
く
低
下
し
た
の
は
確
実
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
就
労
支
援
の
対
象
と
な
る
人
が
倍
増
し
た
の
に
、
行
動
制
限
の

た
め
、
支
援
を
受
け
て
就
労
・
増
収
に
す
ぐ
に
つ
な
が
っ
た
人
は
増
え
て
い
な

い
。
就
労
を
つ
う
じ
て
短
期
間
で
生
活
困
窮
に
対
処
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
こ

こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。

住
居
確
保
給
付
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
こ
の
就
労
支
援
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
が
、
住
居
確
保
給
付
金
の
要
件
を
満
た
す
た
め
、
ど
の
よ
う
な
支
援
／
指

導
が
行
わ
れ
て
い
る
か
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
職
安
と
の
連
携

で
、
職
安
側
が
支
援
し
て
就
労
に
繋
が
っ
た
場
合
も
、
相
談
支
援
事
業
の
成
果

と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
（
３０
）

あ
る
。

２

就
労
準
備
支
援
事
業

就
労
準
備
支
援
事
業
は
、
就
労
に
必
要
な
実
践
的
な
技
能
や
知
識
が
欠
け
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
て
い
る
な
ど
就
労
に
向
け
た
準
備
が

整
っ
て
お
ら
ず
、
一
般
就
労
に
困
難
が
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
就
労
支
援
で
あ

る
。
具
体
的
な
要
件
と
し
て
は
、
六
五
歳
未
満
で
、
世
帯
収
入
が
「
生
活
扶
助

相
当
額
＋
住
宅
扶
助
額
」
未
満
で
あ
り
、
金
融
資
産
額
が
「
住
宅
扶
助
×
六

第１０表 相談支援事業における就労支援

２０１８

３３，９６９

３１，１６２

２１，４１２

６３．０％

２０２２※

３８，６７２

－

１５，６１７

４０．４％

※２０２２年度は、１１月分までの速報値
〔出所〕 � 「生活困窮者自立支援制度における支援状況調査集計結果」各年度版

� 社会保障審議会生活困窮者自立支援及び生活保護部会
「就労支援のあり方」第１６回 資料２（２０２２年７月８日）スライド４

� 生活困窮者等の効果的な就労支援のための試行評価プロジェクト説明会（２０２２年３月２７日）
「就労支援と重層的支援体制整備事業に関する今後の方針と課題」スライド２

２０１７

３１，９１２

２８，１７３

２２，３７２

７０．１％

２０２１

７９，３６５

５８，３８４

２７，５２０

３４．７％

２０１６

３１，９７０

２７，１４５

２２，７１４

７１．０％

２０２０

７６，１００

５６，４３１

２０，４２６

２６．８％

２０１５

２８，２０７

１３，９２７

－

－

２０１９

３５，４３１

３２，１８１

２１，６０７

６１．０％

年 度

就労支援対象者（Ａ）

就労支援利用件数

就労・増収者（Ｂ）

就労・増収率（Ｂ／Ａ）

年 度

就労支援対象者（Ａ）

就労支援利用件数

就労・増収者（Ｂ）

就労・増収率（Ｂ／Ａ）

特集１ コロナ禍における生活困窮者支援制度と生活保護
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（
た
だ
し
上
限
一
〇
〇
万
円
）」
以
内
と
い
う
、
生
活
困
窮
基
準
を
課
し
て
い

る
。一

般
就
労
を
直
接
め
ざ
す
の
で
は
な
く
、
一
般
就
労
に
従
事
す
る
準
備
と
し

て
の
基
礎
能
力
の
形
成
を
計
画
的
か
つ
一
貫
し
て
最
長
一
年
間
支
援
す
る
事
業

で
あ
る
。
日
常
生
活
自
立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自
立
の
三
つ
の
自
立
段
階

を
想
定
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
セ
ミ
ナ
ー
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
職
場
見

学
、
就
労
体
験
、
模
擬
面
接
、
応
募
書
類
作
成
支
援
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
企
業
面
接
の
同
行
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多

様
な
支
援
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
ど
れ
だ
け
の
自
治
体
が
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
、
ど
の
団
体
に
事
業
を
委
託
し
て
い
る
か
は
、
委

託
先
事
業
所
名
ま
で
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
れ
だ
け
の

人
が
利
用
し
て
い
る
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
審
議
会

資
料
か
ら
集
約
し
た
利
用
件
数
の
推
移
は
、
第
１１
表
の
と

お
り
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
度
に
六
二
二
自
治
体
、
全
体

の
約
七
割
が
実
施
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
自
治
体
が
実
施

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
利
用
件
数
は
四
〇
〇
〇
件
台

で
あ
る
。
件
数
で
あ
っ
て
実
人
員
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、
少
な
す
ぎ
る
現
状
で
あ
る
。

二
〇
二
一
年
度
に
は
、
全
国
総
計
一
五
五
一
人
の
就
労

準
備
支
援
担
当
者
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
う
ち
四
九
二
人
が

専
任
と
の
こ
と
で
（
３１
）

あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
人
た
ち
に
よ
る

支
援
の
結
果
、
ど
れ
だ
け
の
人
の
増
収
に
つ
な
が
り
、
経

済
的
困
窮
を
ど
れ
だ
け
緩
和
で
き
た
か
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。

就
労
準
備
支
援
事
業
の
効
果
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の

は
第
１２
表
で
あ
る
。

就
労
の
準
備
の
た
め
の
事
業
で
あ
り
、
一
般
就
労
に
つ

い
た
人
は
継
続
的
お
よ
び
時
限
的
を
あ
わ
せ
て
も
二
二
％

弱
に
と
ど
ま
る
。
就
労
収
入
が
増
加
し
た
人
は
、
五
・
四

第１１表 就労準備支援事業実施状況

２０１９

４９６

４，６２１

〔出所〕 � 社会保障審議会生活困窮者自立支援及び生活保護部会
「就労支援のあり方」第２０回 資料３（２０２２年９月１３日）スライド４

� 生活困窮者等の効果的な就労支援のための試行評価プロジェクト説明会
（２０２２年３月２７日）
「就労支援と重層的支援体制整備事業に関する今後の方針と課題」スライド
２

第１２表 就労準備支援事業の効果（％）

４０．３

２２．９

１９．７

１８．９

１８．０

３．８

５．４

１１．６

〔出所〕 部会第１６回（２０２２年７月８日）資料２、スライド４８

２０１８

４３５

４，０８２

２０２２（見込）

７３０

自立意欲の向上・改善

社会参加機会の増加

孤立の解消

精神の安定

一般就労開始（継続的就労）

一般就労開始（時限的）

就労収入増加

職場定着

２０１７

３９１

３，１４６

２０２１

６２２

４，４６３

２０１６

３５３

２，８４７

２０２０

５６６

４，６９５

実施自治体数

利用件数

実施自治体数

利用件数
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％
に
過
ぎ
な
い
。
生
活
困
窮
を
和
ら
げ
る
効
果
を
あ
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

一
方
で
、
増
収
に
は
つ
な
が
ら
な
い
が
、
意
欲
の
向
上
、
社
会
参
加
、
孤
立

解
消
、
精
神
安
定
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
日
常
生
活
自
立
支

援
、
社
会
参
加
支
援
の
手
段
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ

る
。３

認
定
就
労
訓
練
（
中
間
的
就
労
）

就
労
準
備
支
援
を
受
け
て
も
一
般
就
労
へ
就
け
な
い
人
、
就
労
へ
の
移
行
の

た
め
に
柔
軟
な
働
き
方
が
必
要
な
人
を
対
象
に
、
社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
営
利
企
業
な
ど
が
自
主
事
業
と
し
て
、
一
般
就
労
（
一
般
労
働
市
場
に
お

け
る
自
律
的
な
労
働
）
と
、
い
わ
ゆ
る
福
祉
的
就
労
（
障
害
者
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
等
）
と
の
間
に
位
置
す
る
就
労
、
い
わ
ゆ
る
「
中
間
的
就
労
」
を
提

供
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
個
々
人
の
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
も
と
づ
き
、
就
労
支
援
担
当
者
に
よ
る
一
般
就
労
に
向
け
た
就
労
支
援
が
行

わ
れ
る
。
就
労
の
場
は
、
非
雇
用
型
と
雇
用
型
が
あ
る
。
非
雇
用
型
で
は
軽
作

業
を
行
う
が
、
雇
用
労
働
で
は
な
く
訓
練
で
あ
り
、
労
働
基
準
法
上
の
指
揮
監

督
を
受
け
ず
労
働
基
準
法
の
適
用
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
雇
用
型
の
場
合
は
、

事
業
主
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
労
働
基
準
法
に
よ
る
労
働
者
性
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。

実
態
を
見
る
と
、
ま
っ
た
く
広
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
（
第
１３

表
）。全

国
で
認
定
を
受
け
た
事
業
所
が
二
〇
〇
〇
ヵ
所
ほ
ど
、
利
用
定
員
は
五
〇

〇
人
台
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
利
用
件
数
が
利
用
人
員
数
で
あ
る
こ
と
が
明
記
し

て
あ
る
の
で
、
支
援
対
象
と
な
っ
た
人
数
が
わ
か
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
最
多
の

年
度
で
年
間
五
五
一
人
に
す
ぎ
な
い
。
実
施
は
ご
く
一
部
に
と
ど
ま
っ
た
ま
ま

で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
度
に
お
い
て
は
、
非
雇
用
型
の
み
の
利
用
者
が
五
割
、
雇
用
型

の
利
用
者
が
二
割
弱
で
あ
り
、
非
雇
用
型
で
は
「
手
当
な
し
」
が
最
も
多
い
。

雇
用
型
で
は
最
低
賃
金
水
準
を
上
回
る
と
こ
ろ
は
、
最
低
賃
金
水
準
に
と
ど
ま

る
と
こ
ろ
の
半
分
に
す
ぎ
（
３２
）

な
い
。
公
開
さ
れ
た
効
果
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
に
は

就
労
収
入
増
加
の
項
目
が
な
い
の
で
、
ど
れ
だ
け
の
人
に
経
済
効
果
を
も
た
ら

し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

一
般
就
労
に
つ
け
た
人
の
割
合
は
、
二
〇
％
ほ
ど
で
あ
る
（
第
１４
表
）。
一

般
就
労
へ
の
橋
渡
し
役
ゆ
え
に
「
中
間
的
就
労
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
就
労

準
備
支
援
事
業
と
の
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。

増
収
や
一
般
就
労
へ
の
橋
渡
し
に
は
な
ら
な
い
が
、
意
欲
の
向
上
、
社
会
参

加
、
孤
立
の
解
消
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
効
果
が
大
き
く
、
社
会
参
加
支
援
、

日
常
生
活
自
立
支
援
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
も
、
就
労
準
備
支
援
事
業
と

同
様
で
あ
る
。

４

小

括

以
上
、
就
労
支
援
の
諸
事
業
を
概
観
し
た
。

支
援
を
受
け
て
い
る
間
の
経
済
的
支
え
は
な
い
し
、
支
援
終
了
後
に
一
般
就

労
に
移
行
で
き
る
こ
と
も
な
い
。
就
労
に
よ
っ
て
経
済
的
困
窮
を
和
ら
げ
る
ほ

ど
の
収
入
を
得
ら
れ
て
は
い
な
い
。
就
労
の
た
め
の
福
祉
と
し
て
の
役
割
は
果

た
せ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
件
数
が
少
な
く
、
制
度
と
し
て
の
存
在
意
義
が
問

わ
れ
て
い
る
。

評
価
で
き
る
の
は
、
日
常
生
活
支
援
、
社
会
生
活
支
援
と
し
て
の
役
割
が
大
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き
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
収
入
増
と
な
ら
な
い
の
で
、
生
活
を
支
え
る
経

済
給
付
が
必
要
で
あ
る
。
安
定
し
た
日
常
生
活
と
社
会
参
加
は
、
経
済
給
付
な

し
に
は
無
理
で
あ
る
。
経
済
的
安
定
が
前
提
と
し
て
必
要
で
あ
る
。

金
銭
給
付
で
あ
る
住
居
確
保
給
付
金
は
、
厳
し
い
就
職
活
動
要
件
を
課
し
て

い
る
。
相
談
支
援
機
関
に
毎
週
相
談
に
来
る
受
給
者
に
、
就
労
相
談
員
は
提
供

で
き
る
就
労
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

労
働
市
場
の
構
造
的
要
因
に
よ
り
正
規
雇
用
か
ら
排
除
さ
れ
た
人
に
対
し
、

本
来
業
務
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
業
務
へ
の
就
労
を
促
進
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
当
事
者
だ
け
が
集
ま
っ
て
就
労
し
て
お
り
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
働

き
方
に
な
っ
て
い
な
い
事
例
も
多
い
。
本
来
業
務
そ
の
も
の
に
就
労
し
、
キ
ャ

リ
ア
を
積
み
あ
げ
て
い
く
に
は
、
労
働
市
場
の
側
の
構
造
的
要
因
を
な
く
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
治
体
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
国
と
し
て
の
施
策
が
必

要
で
あ
る
。

第
四
章

社
協
緊
急
小
口
・
生
活
福
祉

資
金
特
例
貸
付

１

特
例
貸
付
の
概
要

社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
は
、
国
の
要
請
を
受
け
、
緊
急

事
態
宣
言
前
の
二
〇
二
〇
年
三
月
二
五
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
影
響
で
収
入
が
減
少
し
生
活
資
金

に
困
っ
て
い
る
人
に
対
し
、
生
活
福
祉
資
金
緊
急
小
口
資
金
等

特
例
貸
付
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
）
を
開
始
し
た
。
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
に
も
と
づ
く
事
業
で
は
な
い
が
、
こ
の
事

業
を
実
施
し
て
い
る
の
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
相
談
事
業

を
全
国
の
過
半
の
自
治
体
で
受
託
し
て
い
る
社
協
で
あ
る
。
相

談
支
援
窓
口
と
社
協
が
一
体
と
な
っ
て
貸
付
業
務
が
行
わ
れ
、

第１３表 認定就労訓練事業の利用状況

２０２１

２，０４２

５，２６３

５２３

〔出所〕 社会保障審議会生活困窮者自立支援及び生活保護部会
第１６回（２０２２年７月８日）資料２、スライド１５
第２０回（２０２２年９月１３日）資料３、スライド１０
生活困窮者自立支援のあり方等に関する論点整理のための検討会
第２回（２０２２年１月２４日）参考３，スライド２８

第１４表 認定就労訓練の効果（％）

４３．０

２７．８

２４．６

２４．５

１９．９

１６．２

４．６

１１．９

※「就労収入増加」の質問項目はない
〔出所〕 部会 第１６回（２０２２年７月８日）

資料２、スライド５６

２０２０

１，９５９

５，４２５

５４７

自立意欲の向上・改善

社会参加機会の増加

孤立の解消

生活習慣の改善

対人・家族関係の改善

一般就労開始（継続的就労）

一般就労開始（時限的）

職場定着

２０１９

１，８８９

‐

５５１

年 度

認定件数

利用定員合計

利用件数（人）
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二
〇
二
二
年
九
月
末
の
終
了
ま
で
に
三
八
一
万
件
、
一
兆
四
四
四
七
億
円
の
貸

付
実
績
と
な
っ
た
。
以
下
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
と
一
体
に
な
っ
て
実

施
さ
れ
た
社
協
そ
の
も
の
に
よ
る
貸
付
事
業
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

社
協
に
よ
る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
は
、
低
所
得
者
、
障
害
者
、
高
齢
者
を
対

象
に
、
福
祉
支
援
資
金
（
福
祉
費
、
緊
急
小
口
資
金
）、
総
合
支
援
（
３３
）

資
金
、
教

育
支
援
資
金
、
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金
の
四
種
類
か
ら
な
る
も
の
で
（
３４
）

あ
る
。

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
災
害
時
に
は
、
低
所
得
世
帯
（
住
民
税
非
課
税
相
当
）

を
対
象
と
す
る
通
常
貸
付
に
加
え
、
低
所
得
世
帯
要
件
を
撤
廃
し
た
緊
急
小
口

資
金
の
特
例
貸
付
が
行
わ
れ
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
特
徴
の
第
一
は
、
緊
急
小
口
資
金
だ
け
で
な
く
、
総
合

支
援
資
金
（
生
活
支
援
費
）
に
つ
い
て
も
、
低
所
得
世
帯
要
件
を
外
し
た
特
例

貸
付
が
繰
り
返
し
実
施
さ
れ
、
貸
付
額
が
膨
れ
上
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
今

回
、
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
と
し
て
、
①
緊
急
小
口
資
金
、
②
総
合
支
援
資
金
（
初

回
）、
③
総
合
支
援
資
金
（
延
長
）、
④
総
合
支
援
資
金
（
再
貸
付
）
の
順
で
、

特
例
貸
付
が
実
施
さ
れ
た
。
貸
付
の
上
限
金
額
は
、
緊
急
小
口
資
金
は
二
〇
万

円
、
総
合
支
援
資
金
は
、
初
回
、
延
長
、
再
貸
付
と
も
、
単
身
世
帯
で
四
五
万

円
、
二
人
以
上
世
帯
に
は
六
〇
万
円
で
あ
る
。
二
人
以
上
世
帯
だ
と
、
緊
急
小

口
資
金
、
三
度
の
総
合
支
援
資
金
を
合
わ
せ
、
最
大
二
〇
〇
万
円
ま
で
の
貸
付

と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
第
二
の
、
そ
し
て
最
大
の
特
徴
は
、
政
治
主
導
で
償
還

免
除
付
き
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
全
社
協
に
よ
れ
ば
、
当
初
は

災
害
時
特
例
貸
付
を
踏
襲
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
安
倍
首
相
の
、「
返
済
免
除

要
件
付
き
個
人
向
け
緊
急
小
口
資
金
の
特
例
を
創
設
」
す
る
（
三
月
一
一

日
）、「
生
活
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
場
合
に
は
実
質
的
な
給
付
措
置
の

性
格
も
有
す
る
」（
四
月
二
七
日
）
と
の
国
会
答
弁
を
受
け
、
貸
付
で
は
あ
る

が
「
返
済
免
除
要
件
付
き
」
で
「
実
質
的
な
給
付
措
置
」
と
い
う
特
異
な
性
格

を
与
え
ら
（
３５
）

れ
た
。
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
は
、
低
所
得
世
帯
要
件
を
撤
廃
し
て
住
民

税
課
税
世
帯
を
も
対
象
と
し
つ
つ
、「
本
来
対
象
で
あ
っ
た
所
得
が
住
民
税
非

課
税
程
度
の
世
帯
に
つ
い
て
は
『
貸
付
』
か
ら
『
給
付
』
型
の
支
援
に
切
り
替

え
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
」
の
で
（
３６
）

あ
る
。

第
三
の
特
徴
は
、
手
続
き
を
簡
素
化
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
し
の
貸
付
と
し

て
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
返
済
免
除
と
相
ま
っ
て
利
用
者
の
利
用
促
進
を
促

し
、
社
協
に
未
曽
有
の
影
響
を
与
え
た
。
全
社
協
に
よ
れ
ば
、「
コ
ロ
ナ
特
例

貸
付
で
は
、
政
府
、
厚
生
労
働
省
の
要
請
に
よ
り
、
迅
速
に
貸
付
金
を
送
金
す

る
こ
と
が
優
先
さ
れ
、
郵
送
に
よ
る
受
付
や
郵
便
局
や
労
働
金
庫
と
い
う
社
協

以
外
の
窓
口
へ
の
拡
大
措
置
が
初
め
て
図
ら
れ
た
」。「
そ
の
た
め
、
本
来
の
生

活
福
祉
資
金
貸
付
で
行
っ
て
き
た
借
受
申
し
込
み
者
へ
の
相
談
支
援
や
、
そ
の

人
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
額
を
貸
し
付
け
る
と
い
う
判
断
等
が
で
き
な
い
ま

ま
、
貸
付
申
し
込
み
が
急
増
し
、
未
曽
有
の
貸
付
規
模
と
な
っ
て
い
っ
た
」
の

で
（
３７
）

あ
る
。

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
、
通
常
貸
付
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
時
の
特
例
貸
付
の
違
い

を
第
１５
表
に
ま
と
め
た
。

全
社
協
は
、
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
は
本
来
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付
と
は
ま
っ
た

く
別
物
に
な
っ
た
と
評
価
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
扱
い
が
で
き
る
よ
う
厚
生

労
働
省
に
次
の
よ
う
に
要
望
し
て
（
３８
）

き
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
、
本
特
例
貸
付
は
、
貸
付
開
始
当
初
よ
り
事
務

連
絡
通
知
が
連
続
し
て
発
出
さ
れ
、
生
活
福
祉
資
金
制
度
か
ら
ま
っ
た
く
違
う
運
用
と
な

り
、
本
則
と
別
物
の
特
例
貸
付
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
そ

の
実
態
に
照
ら
し
、
生
活
福
祉
資
金
制
度
と
は
異
な
る
貸
付
制
度
と
し
て
抜
本
的
な
通
知

改
正
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。」
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第１５表 生活福祉資金コロナ特例貸付の特徴

コロナ特例貸付

コロナウイルスの影響で収入が減少した者がいる
世帯
・緊急小口資金 ２０万円
・総合支援資金 単身 １５万円
２人以上世帯 ２０万円
貸付期間 原則 ３ヶ月（延長、再貸付、最長
９か月）

無利子

市区町村社協〔２０２０年９月までは、ろうきん（小
口のみ）、郵便局（小口のみ）でも受付〕
申請先での対面による申請または郵送
相談支援要件は原則なし
郵送の場合は一度も面談や連絡なく貸付
・緊急小口資金、総合支援資金（初回）２０２２年１２
月末
・総合支援資金（延長） ２０２３年１２月末
・総合支援資金（再貸付）２０２４年１２月末
・緊急小口資金 ２年以内
・総合支援資金（初回、延長、再貸付）１０年以内

２０２０年３月１５日～２０２２年９月３０日（緊急小口資金、
総合支援資金合計、速報値）

３７９万件／約１兆４，２８９億円

・借受人と世帯主の両者が、住民税非課税
・住民税非課税以外の償還免除（生活保護を受給
した等）

要件を拡充

２０２２年１０月に新たに規定
１年間の猶予

有り
延滞利子 ３％
・欠損補てん金の取り崩しは不要
（国の社協への財源措置は使い切りの補助金）
・借り手からの返済金は、社協にとって余剰金と
なる

〔出所〕 全社協報告書、３２頁をもとに作成

災害時の特例貸付

災害時に被災地に住んでいた世帯

・緊急小口資金 １０万円

ただし、世帯員に被災による死亡者、要介護者、
重傷者や妊産婦、学齢児童がいる場合、また、４
人以上の世帯の場合は、２０万円

無利子

市区町村社協

申請先での対面による申請

必要に応じて相談支援を利用

・緊急小口資金 １年以内

・緊急小口資金 ２年以内

○東日本大震災（緊急小口資金）
７１，０１０件／約１００．０億円
○熊本地震（緊急小口資金）
１１，７４３件／約１５，８億円

有り

有り

―

有り
延滞利子 ３％

・欠損補てん積立金を取り崩す
・国の補助金により減資を回復

生活福祉資金貸付制度
（通常貸付）

低所得世帯（住民税非課税程度）等

・緊急小口資金 １０万円

・総合支援資金 単身 １５万円
２人以上世帯 ２０万円
貸付期間 原則 ３ヵ月（最長１２か月）

緊急小口資金 無利子
総合支援資金
保証人あり（無利子）保証人なし（１．５％）

市区町村社協

申請先での対面による申請
生活困窮者自立支援制度における自立相談支援事
業の利用

・緊急小口資金 ２ヵ月以内
・総合支援資金 ６ヵ月以内

・緊急小口資金 １年以内
・総合支援資金 １０年以内

２０２０年度（緊急小口資金、総合支援金）

７，１８４件／約９．４億円

有り

有り

―

有り
延滞利子 ３％

・欠損補てん積立金を取り崩す
・国の補助金により減資を回復

対象者

貸付額・貸付期間

貸付利子

申請先

申請方法

要件

据置期間

償還期限

貸付け実績

（決定件数／決定金額）

償還免除
申請による免除

償還免除
職権による免除

償還猶予
要件

分納・少額返済

滞納

免除・償却の会計処理
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予
想
さ
れ
る
膨
大
な
貸
付
債
権
の
免
除
や
焦
げ
つ
き
の
償
却
に
備
え
、
国

は
、
全
社
協
の
要
望
を
受
け
、
従
来
と
は
異
な
る
会
計
処
理
を
と
る
こ
と
と
し

た
。
す
な
わ
ち
、
生
じ
た
欠
損
に
対
し
、
従
来
の
よ
う
に
社
協
と
し
て
積
み
上

げ
た
欠
損
補
て
ん
金
を
取
り
崩
し
て
対
応
し
、
国
が
補
助
金
で
そ
れ
を
回
復
す

る
と
い
う
処
理
で
は
な
く
、
貸
付
原
資
の
た
め
の
国
か
ら
の
財
源
措
置
を
最
初

か
ら
補
助
金
と
し
て
使
い
切
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。
免
除
・
償
却
を

し
て
も
、
そ
も
そ
も
欠
損
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
た
。
給
付
金
と
同
じ
扱
い
に

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
は
欠
損
補
て
ん
の
た
め
の
財
源
を
別
途

あ
て
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
。
社
協
は
ど
れ
だ
け
返
済
免
除
し
て
も
財
政
上
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
会
計
処
理
を
す
る
必
要
も
な
く
な
（
３９
）

っ
た
。

三
八
一
万
件
、
一
兆
四
四
四
七
億
円
に
及
ん
だ
貸
付
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
生
活
困
窮
者
の
生
活
の
下
支
え
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え

る
か
ど
う
か
は
、「
給
付
付
き
貸
付
」
が
給
付
と
し
て
機
能
し
た
か
ど
う
か
次

第
で
あ
る
。
生
活
困
窮
者
に
対
し
実
質
の
給
付
と
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
逆

に
、
生
活
困
窮
者
に
債
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
生
活
再
建
の
重
荷
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
検
証
し
て
い
こ
う
。

２

借
受
人
の
生
活
実
態

全
社
協
は
、
全
国
の
都
道
府
県
社
協
が
管
理
し
て
い
る
生
活
福
祉
資
金
の
デ

ー
タ
を
も
と
に
し
た
「
借
受
人
マ
ス
タ
分
析
」（「
マ
ス
タ
分
析
」）
と
、
一
〇

都
道
府
県
社
協
か
ら
の
情
報
に
よ
る
「
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
状
況
確
認
シ
ー
ト
分

析
」（「
シ
ー
ト
分
析
」）
を
行
（
４０
）

っ
た
。
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
分
析
結
果
を
も

と
に
、
借
受
人
の
生
活
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。

借
受
人
の
数
は
、「
マ
ス
タ
分
析
」
に
よ
れ
ば
、
緊
急
小
口
資
金
コ
ロ
ナ
特

例
貸
付
が
一
四
二
万
九
九
一
一
人
、
総
合
支
援
資
金
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
（
初

回
・
延
長
）
が
一
〇
二
万
二
八
〇
六
人
、
総
合
支
援
資
金
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付

（
再
貸
付
）
が
五
八
万
四
三
二
八
人
で
（
４１
）

あ
る
。
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
借
受
人
の

実
人
数
で
は
、
二
〇
二
二
年
三
月
三
一
日
時
点
で
、
緊
急
小
口
資
金
が
一
四
三

万
人
で
あ
り
、
再
貸
付
が
五
八
万
人
と
い
う
こ
と
は
確
認
で
（
４２
）

き
る
。
三
回
ま
で

借
り
切
っ
た
人
が
、
五
八
万
人
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
一
人
あ
た
り
、
世
帯
あ

た
り
、
ど
れ
だ
け
の
負
債
を
負
っ
た
か
の
デ
ー
タ
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

借
受
人
の
属
（
４３
）

性
は
、
女
性
が
三
割
、
男
性
が
主
で
あ
る
。
年
齢
は
二
〇
代
以

下
や
三
〇
代
の
若
年
層
の
利
用
が
三
・
五
割
と
多
い
。
通
常
貸
付
は
六
〇
歳
以

上
が
四
割
を
占
め
、
七
〇
代
以
上
も
多
い
が
、
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
は
二
〇
代
以

下
が
多
く
、
二
〇
〜
五
〇
代
の
稼
働
年
齢
層
が
七
割
と
大
方
を
占
め
て
い
る
。

職
業
は
、
自
営
業
者
が
全
体
の
三
割
を
超
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
借
受

人
と
比
べ
る
と
、
自
営
業
者
が
一
二
〇
倍
、
契
約
社
員
・
派
遣
社
員
が
三
二

倍
、
会
社
員
・
会
社
役
員
が
二
六
倍
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
層
に
大
き
な
変

化
が
み
ら
れ
る
。
な
お
、
時
系
列
的
に
み
る
と
、
自
営
業
者
が
減
少
し
、「
無

職
」
が
増
加
し
て
い
る
。

借
受
人
の
コ
ロ
ナ
禍
前
の
生
活
は
、
困
窮
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

「
シ
ー
ト
分
析
」
結
果
に
よ
れ
ば
、
第
５
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
前

に
は
二
〇
万
円
以
上
三
〇
万
円
未
満
の
収
入
が
あ
っ
た
人
が
三
六
・
六
％
と
最

多
で
あ
り
、
三
〇
万
円
を
越
え
る
人
が
、
二
五
・
八
％
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前

に
は
、
相
応
の
収
入
が
あ
っ
た
人
が
過
半
で
あ
っ
た
。
収
入
が
一
〇
万
円
未
満

だ
っ
た
人
は
、
五
・
九
％
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
収
入
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
急
減
し
た
。
収
入
が
二
〇
万
円
以
上
激
減
し
た

人
が
借
受
人
の
二
二
％
で
あ
り
、
一
〇
万
円
以
上
二
〇
万
円
未
満
の
減
少
幅
の

人
が
四
三
％
で
あ
る
（
報
告
書
三
九
頁
）。
借
り
受
け
た
人
が
大
幅
な
収
入
減
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少
に
直
面
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
収
入
が
い
つ
に
な
っ

た
ら
戻
る
の
か
。
早
期
に
回
復
す
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、

困
難
が
長
期
化
す
る
人
、
波
が
あ
り
不
安
定
な
人
な
ど
、
多

様
な
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

借
入
時
の
生
活
状
況
は
深
刻
で
あ
る
（
第
５
図
）。
借
入

時
の
収
入
は
、
二
〇
万
円
未
満
が
八
八
・
八
％
、
一
〇
万
円

未
満
が
五
二
・
一
％
で
あ
る
。
緊
急
事
態
に
直
面
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

生
活
保
護
が
定
め
る
最
低
生
活
費
は
、
都
市
部
の
単
身
者

で
一
三
万
円
ほ
ど
、
二
人
世
帯
で
一
八
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
分
析
結
果
に
よ
れ
ば
、
借
受
け
た
う
ち
の
半
分
を
超
え

る
世
帯
が
最
低
生
活
費
に
満
た
な
い
収
入
状
況
に
落
ち
込
ん

で
い
た
の
は
確
実
で
あ
る
。

「
マ
ス
タ
分
析
」
に
も
、
貸
付
種
類
別
に
借
受
人
の
月
収

が
示
さ
れ
て
い
る
（
第
６
図
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
緊
急
小

口
資
金
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
だ
と
、
月
収
一
〇
万
円
以
上
二
〇

万
円
未
満
が
三
四
・
二
％
、
月
収
一
〇
万
円
未
満
が
約
二
七

％
で
あ
る
。
総
合
支
援
資
金
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
で
は
、
月
収

一
〇
万
円
以
上
二
〇
万
円
未
満
が
三
二
％
、
月
収
一
〇
万
円

未
満
が
三
〇
％
弱
と
な
っ
て
い
る
。「
シ
ー
ト
分
析
」
結
果

よ
り
も
若
干
収
入
は
良
い
状
況
が
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
最

低
生
活
費
以
下
の
収
入
の
世
帯
が
過
半
で
あ
る
。

資
産
・
債
務
状
況
に
つ
い
て
は
、
借
受
人
が
ど
れ
だ
け
の

預
貯
金
を
保
有
し
て
い
る
か
の
デ
ー
タ
は
な
い
が
、「
マ
ス

タ
分
析
」
結
果
と
し
て
、
債
務
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
す

第５図 借受人の収入状況

〔出所〕 全社協報告書、３９頁

第６図 コロナ特例種別の借受人月収割合

〔出所〕 全社協報告書、３９頁をもとに作成
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で
に
他
の
債
務
を
抱
え
て
い
る
人
が
全
体
の
三
分
の
一
か
ら
半
分
近
く
を
占
め

て
い
る
。
緊
急
小
口
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
借
り
受
け
人
の
四
六
・
九
％
が
負
債

あ
り
と
答
え
て
お
り
、
全
体
で
は
三
三
・
三
％
が
生
活
福
祉
資
金
以
外
の
負
債

を
抱
え
て
（
４４
）

い
る
。
特
例
貸
付
が
多
重
債
務
を
深
刻
化
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
世
帯

は
、
資
産
と
し
て
の
預
貯
金
を
取
り
崩
す
だ
け
で
は
生
活
が
で
き
ず
、
多
重
債

務
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
世
帯
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

収
入
お
よ
び
債
務
の
状
況
を
見
る
と
、
借
受
人
の
過
半
が
、
生
活
保
護
の
定

め
る
最
低
生
活
費
以
下
の
収
入
で
あ
り
、
三
分
の
一
以
上
が
預
貯
金
を
保
有
す

る
ど
こ
ろ
か
す
で
に
借
金
で
生
活
を
回
し
て
い
る
世
帯
で
あ
る
。
借
り
受
け
た

世
帯
の
三
分
の
一
は
、
生
活
保
護
受
給
の
た
め
の
収
入
と
資
産
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
世
帯
だ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
分
析
対
象
の
緊
急
小
口
資
金

貸
付
が
一
四
○
万
件
だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
四
五
万
件
は
要
保
護
状
態
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

３

償
還
免
除

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
は
政
治
主
導
で
、
実
質
的
な
給
付
と
し
て
の
性
格
を
有
す

る
「
償
還
免
除
要
件
付
の
貸
付
」
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
償
還
免
除
に
な
る
の

は
生
活
に
困
窮
し
た
借
受
人
の
一
部
で
し
か
な
い
。
免
除
要
件
を
ど
れ
だ
け
拡

大
し
、
実
質
の
給
付
に
ど
れ
だ
け
近
づ
け
た
の
か
見
て
い
こ
う
。

厚
生
労
働
省
は
二
〇
二
一
年
三
月
に
償
還
免
除
基
準
を
借
受
人
本
人
と
世
帯

主
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
、
同
年
一
一
月

に
、
住
民
税
非
課
税
以
外
の
免
除
要
件
を
明
ら
か
に
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
社
協

が
職
権
で
免
除
で
き
る
条
件
を
拡
大
し
た
。

償
還
免
除
と
な
る
の
は
、
第
一
に
、
借
受
人
と
世
帯
主
が
、
住
民
税
均
等
割

非
課
税
の
世
帯
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
世
帯
員
の
課
税
状
況
は
、
問
わ
な
い
。

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
均
等
割
非
課
税
と
は
し
て
い
な
い
。
全
社
協
は
「
本
特

例
貸
付
は
、
世
帯
全
体
の
所
得
状
況
の
如
何
を
問
わ
ず
、
借
受
人
の
所
得
減
の

自
己
申
告
の
確
認
に
基
づ
き
実
施
し
た
。
償
還
免
除
に
お
い
て
も
、
世
帯
員
全

員
の
住
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
せ
ず
、
原
則
、
借
受
人
本
人
が

非
課
税
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
（
４５
）

す
る
」
の
が
当
然
で
あ
る
と
国
に
対
し
要
望
し

て
き
た
。
全
社
協
が
求
め
た
借
受
人
本
人
だ
け
と
は
な
ら
ず
、
世
帯
主
も
住
民

税
均
等
割
非
課
税
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
世
帯
単
位
で
世

帯
収
入
の
上
限
を
住
民
税
均
等
割
非
課
税
基
準
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

先
に
み
た
よ
う
に
借
入
時
の
収
入
額
は
、
月
収
一
〇
万
円
未
満
が
、「
シ
ー

ト
分
析
」
で
は
五
二
・
一
％
、「
マ
ス
タ
分
析
」
で
は
三
〇
％
で
あ
っ
た
。
住

民
税
均
等
割
非
課
税
と
な
る
の
が
、
都
市
部
の
稼
働
年
齢
層
で
、
単
身
世
帯
が

月
収
八
・
四
万
円
、
二
人
世
帯
が
月
収
一
三
万
円
以
下
で
（
４６
）

あ
る
。
借
り
受
け
た

三
分
の
一
以
上
が
、
償
還
免
除
に
該
当
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

問
題
は
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
と
い
う
免
除
基
準
で
は
、
条
件
が
厳
し
す

ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。
借
受
人
の
過
半
は
、
最
低
生
活
費
以
下
の
収
入
し
か
な
か

っ
た
。
返
済
開
始
ま
で
の
間
に
収
入
が
大
幅
に
回
復
し
、
生
活
困
窮
か
ら
脱
し

た
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
稼
働
年
齢
の
人
で
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
基
準

（
生
活
扶
助
相
当
額
）
よ
り
収
入
は
多
い
が
、
最
低
生
活
費
（
生
活
扶
助
相
当

額
＋
住
宅
扶
助
額
）
よ
り
も
収
入
の
低
い
生
活
困
窮
状
態
、
要
扶
助
状
態
に
と

ど
ま
る
場
合
は
、
こ
の
基
準
で
は
免
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

国
は
、
第
二
に
、
住
民
税
非
課
税
以
外
の
償
還
免
除
の
要
件
を
加
え
た
。
そ

れ
は
、
次
の
六
つ
で
（
４７
）

あ
る
。
①
生
活
保
護
を
受
給
し
た
場
合
、
②
精
神
保
健
福

祉
手
帳
（
一
級
）
が
交
付
さ
れ
た
場
合
、
③
身
体
障
害
者
手
帳
（
一
級
ま
た
は

二
級
）
が
交
付
さ
れ
た
場
合
、
④
償
還
開
始
に
な
っ
て
か
ら
、
一
二
ヵ
月
分
以
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上
の
償
還
で
き
て
い
な
い
金
額
が
あ
り
、
分
納
や
、
少
額
で
の
償
還
な
ど
の
相

談
を
し
、
返
し
て
い
る
も
の
の
、
償
還
で
き
て
い
な
い
金
額
が
増
え
て
お
り
、

か
つ
、
住
民
税
所
得
割
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
高
齢
者
の
み
世
帯
、
障
害
者

世
帯
ま
た
は
ひ
と
り
親
世
帯
で
あ
る
場
合
、
⑤
死
亡
し
た
場
合
、
⑥
失
踪
宣
告

さ
れ
た
場
合
、
で
あ
る
。

④
に
お
い
て
償
還
が
進
ま
な
い
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

住
民
税
均
等
割
で
は
な
く
、
住
民
税
所
得
割
非
課
税
を
基
準
に
す
る
と
い
う
変

化
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
住
民
税
所
得
割
非
課
税
基
準
は
、
同
一
生
計
配
偶

者
お
よ
び
扶
養
親
族
が
い
な
い
場
合
に
は
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
基
準
と
変

わ
ら
な
い
額
で
あ
る
。
同
一
生
計
配
偶
者
か
扶
養
親
族
が
い
た
と
し
て
も
、
住

民
税
均
等
割
非
課
税
基
準
に
月
額
で
一
万
円
弱
を
加
え
た
額
で
あ
る
。
一
定
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
人
を
免
除
と
は
し
た
が
、
免
除
の
基
準
そ
の
も
の
を
大
き
く
緩

和
し
た
と
は
評
価
で
き
な
い
。
追
加
的
に
償
還
免
除
と
な
る
人
は
限
定
さ
れ
て

い
る
。
や
は
り
、
生
活
扶
助
相
当
額
以
上
の
収
入
は
あ
る
が
、「
生
活
扶
助
相

当
額
＋
住
宅
扶
助
」
に
収
入
が
届
か
な
い
稼
働
年
齢
の
生
活
困
窮
者
、
要
扶
助

者
は
免
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

見
落
と
せ
な
い
の
は
、
第
三
に
、
申
請
に
よ
ら
ず
社
協
が
職
権
で
免
除
で
き

る
条
件
を
拡
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
二
ヵ
月
分
以
上
の
償
還
が
遅
延
し
て
い

る
借
受
人
で
、
住
居
不
明
に
よ
り
償
還
催
告
通
知
が
返
送
さ
れ
て
く
る
場
合
、

ま
た
は
、
償
還
指
導
を
実
施
し
て
も
償
還
の
見
込
み
が
な
い
場
合
な
ど
に
は
、

都
道
府
県
社
協
会
長
の
職
権
に
よ
り
、
免
除
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い

る
。全

社
協
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
以
下
を
要
望
し
て
（
４８
）

い
た
。

「
膨
大
な
貸
付
件
数
や
、
多
く
の
在
留
外
国
人
に
貸
付
を
行
っ
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
る

と
、
償
還
時
に
所
在
不
明
者
等
の
確
認
・
対
応
等
を
長
期
に
わ
た
り
個
別
対
応
し
て
い
く

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
郵
送
物
の
未
達
が
一
定
期
間
継
続
す
る
こ
と
や
、
相
続
人
の
如
何

を
問
わ
ず
死
亡
し
た
こ
と
を
も
っ
て
償
還
免
除
と
す
る
な
ど
、
都
道
府
県
社
協
が
簡
便
か

つ
早
期
に
対
応
で
き
る
よ
う
特
例
的
な
措
置
を
図
る
。」

要
望
が
通
り
、
社
協
は
、
膨
大
な
数
に
及
ぶ
と
予
想
さ
れ
る
所
在
不
明
者
な

ど
の
償
還
焦
げ
付
き
に
対
し
、
自
ら
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
職
権
で
償
還
免
除

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
時
間
の
経
過
に
沿
っ
て
、
職
権
免
除
は
膨
大
な
数

に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
、
社
協
と
し
て
職
権
免
除
を
自
ら
の

負
担
軽
減
の
た
め
だ
け
に
使
う
の
か
、
借
受
人
の
生
活
実
態
に
即
し
て
、
生
活

困
窮
世
帯
へ
の
償
還
免
除
を
拡
充
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
の
か
で
あ
る
。
繰
り

返
す
が
、
特
例
貸
付
は
「
実
質
的
な
給
付
措
置
」
と
い
う
性
格
で
あ
り
、
社
協

へ
の
財
政
的
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
に
、
国
か
ら
渡
し
き
り
の
補
助
金
が
あ
て

が
わ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
を
給
付
と
し
て
扱
っ
て
も
、
社
協
に
と
っ
て
問
題
は

生
じ
な
い
の
で
あ
る
。

償
還
猶
予
に
つ
い
て
は
、
償
還
が
始
ま
る
直
前
の
二
〇
二
二
年
一
〇
月
に
な

っ
て
、
償
還
猶
予
の
規
定
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。
償
還
免
除
と
は
な
ら
な
い

が
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
人
に
、
原
則
と
し
て
一
年
間
、
償
還
猶
予
を
認

め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

償
還
猶
予
の
要
件
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
地
震
や
火
災
等
に
被
災
し

た
場
合
、
②
病
気
療
養
中
の
場
合
、
③
失
業
ま
た
は
離
職
中
の
場
合
、
④
奨
学

金
や
事
業
者
向
け
ロ
ー
ン
（
住
宅
ロ
ー
ン
は
除
く
）
な
ど
、
他
の
借
入
金
の
償

還
猶
予
を
受
け
て
い
る
場
合
、
⑤
自
立
相
談
支
援
機
関
に
相
談
し
、
猶
予
が
適

当
で
あ
る
と
意
見
を
受
け
た
場
合
（
自
立
相
談
支
援
機
関
か
ら
の
意
見
書
）、

⑥
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が
償
還
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

と
認
め
る
場
合
。

⑥
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
は
「
収
入
減
少
や
不
安
定
就
労
に
よ
っ
て
生
活
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が
安
定
し
な
い
（
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
も
と
づ
く
住
居
確
保
給
付
金

の
取
扱
い
を
参
考
に
、
直
近
三
ヵ
月
の
収
入
が
お
お
む
ね
住
民
税
非
課
税
相
当

と
な
っ
て
い
る
か
を
目
安
に
判
断
す
る
等
）」、「
Ｄ
Ｖ
等
の
被
害
を
受
け
て
避

難
し
て
い
る
」、「
多
重
の
債
務
が
あ
り
、
債
務
整
理
を
行
う
可
能
性
が
あ

る
」、「
公
共
料
金
等
の
滞
納
が
続
い
て
お
り
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
」
を
例

示
し
て
（
４９
）

い
る
。

生
活
が
安
定
し
て
い
な
い
と
み
な
す
基
準
は
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
を
目

安
と
し
て
い
る
。
住
民
税
非
課
税
証
明
は
年
度
ご
と
に
六
月
以
降
に
発
行
さ
れ

る
。
そ
れ
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
直
近
の
収
入
を
も
と
に
し
て
判
断
し
て
よ
い

と
し
た
点
は
評
価
で
き
る
が
、
猶
予
の
基
準
と
し
て
厳
し
い
基
準
を
設
定
し
続

け
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

猶
予
と
い
う
一
時
し
の
ぎ
で
は
な
く
、
免
除
の
要
件
を
住
民
税
非
課
税
基
準

（
生
活
扶
助
相
当
額
）
で
は
な
く
、
生
活
困
窮
基
準
（
生
活
扶
助
相
当
額
＋
住

宅
扶
助
）
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

４

免
除
・
返
済
の
現
状
と
そ
れ
へ
の
評
価

全
社
協
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
三
年
一
月
か
ら
の
実
施
を
目
前
に
控
え

た
前
年
一
一
月
二
五
日
ま
で
の
時
点
で
、
債
権
数
で
三
三
・
三
％
が
免
除
申
請

を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
第
（
５０
）

１６
表
）。
ま
た
、
免
除
申
請
も
書
類
の
返

送
も
な
い
の
が
、
六
三
・
二
％
で
あ
る
。
免
除
申
請
を
し
て
い
な
い
六
割
強
が

一
月
か
ら
償
還
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
書
類
の
返
送
が
な
い
も
の
が
そ
こ

に
は
含
ま
れ
て
お
り
、
実
際
に
返
済
を
始
め
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
件
数
が
多

い
状
況
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

日
経
新
聞
は
、
二
二
年
一
一
月
に
四
七
都
道
府
県
社
協
に
独
自
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
明
ら
か
に
し
て
（
５１
）

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
返
済
免
除
の
申
請

は
一
〇
月
末
時
点
で
約
一
〇
六
万
件
、
貸
し
付
け
全
体
の
約
三
二
％
を
占
め
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
〇
月
末
時
点
で
、
す
で
に
約
六
三
万
件
（
約
二
一
〇
八

億
円
）
の
免
除
が
決
ま
っ
て
（
５２
）

い
る
。
免
除
申
請
の
比
率
は
全
社
協
報
告
書
と
ほ

ぼ
同
じ
結
果
で
あ
る
。

返
済
が
実
際
に
始
ま
っ
た
一
月
の
状
況
は
ま
だ
公
に
な
っ
て
い
な
い
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
報
道
を
も
と
に
ま
と
め
て
み
（
５３
）

る
と
、
返
済
時
期
を
迎
え
た
の
が
二
五
八
万

件
、
そ
の
う
ち
免
除
と
な
っ
た
の
が
八
九
万
件
、
三
五
％
で
あ
る
。
免
除
と
猶

予
（
三
万
件
）
を
除
い
た
一
五
七
万
件
が
償
還
の
対
象
と
な
る
。
そ
の
う
ち
実

際
に
償
還
を
始
め
た
の
は
四
六
万
件
、
二
九
・
一
％
で
あ
る
。
残
り
の
一
一
一

万
件
の
返
済
が
滞
っ
て
い
る
。
連
絡
が
と
れ
ず
手
続
き
が
進
ま
な
い
ケ
ー
ス

や
、
連
絡
が
取
れ
て
返
済
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
実
際
に
は
払

い
込
み
が
な
い
と
か
、
届
け
出
の
あ
っ
た
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
が
で
き
な
い

と
い
う
ケ
ー
ス
が
、
あ
わ
せ
て
一
〇
〇
万
件
を
超
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
す
る
と
、
免
除
と
な
っ
た
八
九
万
件
、
全
体
の
三
分
の
一
に
は
実

質
的
な
金
銭
給
付
が
で
き
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
緊
急
小
口
資
金
と

総
合
支
援
資
金
（
初
回
）
あ
わ
せ
て
、
最
大
八
〇
万
円
の
給
付
と
な
（
５４
）

っ
た
。
こ

の
意
義
は
大
き
い
。
借
受
人
と
す
れ
ば
免
除
と
な
っ
て
一
安
心
と
い
う
と
こ
ろ

だ
ろ
う
が
、
引
き
続
き
生
活
保
護
よ
り
も
厳
し
い
生
活
を
し
て
い
る
状
態
で
あ

る
。
八
九
万
件
に
対
し
、
生
活
保
護
受
給
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

返
済
を
始
め
た
四
六
万
件
の
な
か
に
は
、
返
済
の
ゆ
と
り
が
あ
る
世
帯
も
あ

ろ
う
が
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
基
準
を
わ
ず
か
に
超
え
た
世
帯
を
は
じ
め
と

す
る
「
生
活
扶
助
相
当
額
＋
住
宅
扶
助
」
以
下
の
生
活
困
窮
世
帯
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
生
活
保
護
以
下
の
収
入
し
か
な
い
世
帯
が
返
済
を
し

て
い
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
望
ま
し
い
姿
で
は
な
い
。
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一
一
一
万
件
の
膨
大
な
返
済
の
滞
り
が

生
じ
て
い
る
。
こ
こ
へ
の
対
応
が
問
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
な
か
に
も
多
く
の
生
活
困

窮
世
帯
、
要
扶
助
世
帯
が
含
ま
れ
て
い

る
。免

除
付
き
と
し
て
出
発
し
た
か
ら
に

は
、
最
低
生
活
費
ぎ
り
ぎ
り
で
暮
ら
す
世

帯
に
返
済
を
迫
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
免

除
要
件
と
し
て
、
生
活
保
護
を
受
給
し
て

い
る
こ
と
を
真
っ
先
に
挙
げ
て
い
る
。
実

際
に
申
請
し
、
受
給
し
て
い
る
か
ど
う
か

は
問
わ
ず
、
世
帯
収
入
が
生
活
保
護
基
準

以
下
の
場
合
、
生
活
保
護
世
帯
に
準
じ
る

と
し
て
、
免
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
六
頁
の
結
果
か
ら
し
て
、
免
除
率
は
五

〇
％
に
達
し
て
当
然
な
の
で
あ
る
。

５

残
さ
れ
た
課
題
と
方
向
性

社
協
は
、
政
治
主
導
に
よ
っ
て
本
来
の

生
活
福
祉
資
金
貸
付
と
は
ま
っ
た
く
別
物

と
な
っ
た
償
還
免
除
付
き
の
コ
ロ
ナ
特
例

貸
付
の
実
施
を
担
当
さ
せ
ら
れ
、
今
後
長

期
に
わ
た
る
重
い
課
題
を
課
せ
ら
れ
た
と

い
う
受
け
身
の
姿
勢
を
示
し
て
（
５５
）

い
る
。

「
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
に
は
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
償
還
免
除
の
仕
組
み
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
借
入
申
請
時
に
適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
な
く
多
額
の
負
債
を
負

わ
せ
た
こ
と
で
、
生
活
再
建
へ
の
道
筋
が
困
難
で
あ
る
借
受
人
も
少
な
く
な
い
。
コ
ロ
ナ

特
例
貸
付
の
積
極
的
な
広
報
を
行
っ
た
政
府
の
姿
勢
か
ら
、
償
還
免
除
特
約
を
前
提
に
返

済
の
意
思
の
な
い
借
受
人
も
相
当
数
に
の
ぼ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
償
還
開
始
ま
で
の

据
え
置
き
期
間
も
あ
わ
せ
る
と
一
三
年
と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
て
債
権
管
理
と
相
談
支
援

を
担
う
社
会
福
祉
協
議
会
の
現
場
に
と
っ
て
は
、
大
き
く
重
た
い
課
題
で
あ
る
。」

社
協
は
、
生
活
困
窮
者
の
た
め
に
職
権
免
除
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
償
還
が
猶
予
に
な
っ
た
生
活
困
窮
者
、
償
還
を
始
め
た
生
活
困
窮
者

に
対
し
て
、
今
後
返
済
が
重
な
っ
て
い
く
過
程
に
お
（
５６
）

い
て
、
積
極
的
に
ど
れ
だ

け
免
除
を
広
げ
て
い
け
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
返
還
を
滞
ら
せ
て
い
る
膨
大

な
世
帯
の
な
か
の
生
活
困
窮
世
帯
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
免
除
に
つ
な
げ
て
い
く

か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

危
惧
さ
れ
る
の
は
、
今
後
自
ら
の
負
担
と
な
る
よ
う
な
借
受
人
は
職
権
で
免

除
と
し
た
う
え
で
、
つ
な
が
り
続
け
ら
れ
る
借
り
手
に
対
し
て
は
、
債
権
債
務

関
係
を
も
と
に
し
た
長
期
に
わ
た
る
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
地
域
で
支
え

ら
れ
る
よ
う
に
人
員
を
配
置
す
る
と
い
う
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
債
権
管
理
で
あ
っ
て
、
相
談
支
援
で
は
な
い
。
生

活
保
護
以
下
の
生
活
を
し
て
い
る
世
帯
に
、
返
済
促
進
を
目
的
と
し
て
長
期
に

わ
た
る
伴
走
支
援
を
す
る
と
い
う
の
は
、
望
ま
し
い
姿
で
は
な
い
。

償
還
免
除
と
な
っ
た
人
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
必
要
で
あ
る
。
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
る
世
帯
で
あ
る
。
支
援
が
必
要
な
人
・
世
帯
を

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
、
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
生
活
保
護
受
給
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

最
後
に
付
言
す
る
な
ら
、
膨
大
な
世
帯
の
突
然
の
収
入
の
減
少
・
途
絶
に
対

第１６表 免除申請の状況

世帯数

１１，９８６

４，０５６（３３．８４％）

２２０（１．８４％）

７，７１０（６４．３３％）

※債権数で把握している４６都道府県社協と、世帯数で把握している１県社協とを分けて集計している。
〔出所〕 報告書、４３頁

債権数

２，５０５，６８７

８３４，７９５（３３．３２％）

８６，２７１（３．４４％）

１，５８４，６２１（６３．２４％）

免除案内発送済み数

免除申請数（割合）

宛名不明による返送数（割合）

申請および返送のない件数（割合）
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第１７表 諸制度の要件比較

コロナ特例貸付
償還免除

本人と世帯主
生活扶助相当額

〔出所〕 各章で述べたことをもとに作成

生活困窮者自立支援金

再支給

単身世帯 月６万円
２人世帯 月８万円

３人以上世帯 月１０万円

３ヵ月

－

生活扶助相当額＋住宅扶助額

生活扶助相当額×６
（ただし１００万円）以内

（ア）自立相談支援機関の面接を月
１回以上、職安の職業相談を月２回
以上、求人先への応募を週１回以
上。
（イ）就労による自立が困難であ
り、給付終了後に生活維持が困難と
見込まれる場合は、生活保護を申請
中であり、その申請の処分が行われ
ていない状態にあること。

初回

就労準備支援事業

特例なし

―

基本１年間

－

生活扶助相当額
＋住宅扶助額

生活扶助相当額
×６（ただし１００万

円）以内

住居確保給付金

特例

住宅扶助額

再々延長最長１２ヵ
月／３ヵ月の再支給

－

生活扶助相当額＋住宅扶助額

生活扶助相当額×６
（ただし１００万円）以内

①離職者等は、自
立相談支援機関へ
月１回以上の状況
報告、職安相談と
求人先応募を月１
回以上。
②休業者等は職安
での求職なし。自
立相談支援機関へ
の状況報告、月１
回以上。

本則

３ヵ月、最長９ヵ月

自立相談支援機関
の面接を月４回以
上、職安の職業相
談を月２回以上、
求人先への応募を
週１回以上。

職業訓練受講給付金
（求職者支援制度）

特例

月１０万円

６ヵ月以内

月１２万円以下

月４０万円以下

３００万円以下

理由を問わず欠席
を２割まで認める

本則

月８万円以下

月２５万円以下

全ての訓練実施日
に出席、やむを得
ぬ事情があっても
８割以上出席

本人

世帯

世帯

求職活動要件

給付額

期間

収入要件

金融資産
要件

特
集
１

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
支
援
制
度
と
生
活
保
護
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し
て
、
生
活
費
を
貸
し
付
け
る
と
い
う
対
応
は
、
国
と
し
て
今
回
限
り
に
す
べ

き
で
あ
る
。
国
は
、
二
〇
二
一
年
七
月
に
、
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
を
借
り
切
っ
た

生
活
困
窮
世
帯
や
再
貸
付
に
あ
た
っ
て
不
承
認
と
さ
れ
た
生
活
困
窮
世
帯
を
対

象
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
（
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
金
）」
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。
申
請
の
あ
っ
た
生
活
困
窮
世

帯
（
収
入
が
「
生
活
扶
助
相
当
額
＋
住
宅
扶
助
」
以
下
）
に
対
し
、
三
ヵ
月

間
、
単
身
世
帯
に
六
万
円
、
二
人
世
帯
に
は
八
万
円
、
三
人
以
上
の
世
帯
に
は

一
〇
万
円
を
支
給
し
、
さ
ら
に
、
初
回
の
支
給
期
間
に
誠
実
か
つ
熱
心
な
求
職

活
動
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
、
同

支
援
金
を
再
支
給
し
た
。

最
高
二
〇
〇
万
円
の
債
務
を
背
負
わ
せ
て
か
ら
、
生
活
困
窮
世
帯
に
は
そ
れ

以
上
さ
す
が
に
貸
せ
な
い
の
で
、
や
っ
と
給
付
す
る
と
い
う
場
当
た
り
的
対
応

で
あ
っ
た
。
生
活
に
困
窮
し
た
世
帯
に
対
し
て
は
、
最
初
か
ら
給
付
す
れ
ば
よ

か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
は
、
受
給
者
に
住
居
確
保
給
付
金
並
み
の

就
職
活
動
要
件
を
課
す
一
方
で
、
就
労
に
よ
る
自
立
が
困
難
で
、
給
付
終
了
後

に
生
活
の
維
持
が
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
受
給
者
に
対
し
て
は
、
生
活
保
護

を
申
請
し
、
生
活
保
護
給
付
が
始
ま
る
ま
で
の
生
活
を
支
え
る
と
い
う
位
置
づ

け
に
な
っ
て
い
る
。
生
活
困
窮
者
が
生
活
保
護
申
請
を
す
る
よ
う
支
援
す
る
の

と
あ
わ
せ
て
、
生
活
保
護
給
付
が
始
ま
る
ま
で
の
生
活
を
金
銭
給
付
で
支
え
る

こ
と
を
、
セ
ッ
ト
で
展
開
す
る
必
要
性
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
が
持
つ
生
活
保
護
受
給
ま
で
の
生
活
支
援
と
い

う
側
面
を
生
か
し
、
生
活
保
護
の
支
給
決
定
を
待
つ
人
だ
け
で
な
く
、
要
保
護

状
態
で
あ
る
が
、
生
活
保
護
の
申
請
を
現
時
点
で
は
忌
避
し
て
い
る
人
、
た
め

ら
っ
て
い
る
人
に
対
す
る
当
座
の
生
活
保
障
給
付
と
い
う
制
度
に
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
検
討
さ
れ
て
よ
い
。

第
五
章

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
保
護

１

受
給
者
の
推
移

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
生
活
保
護
受
給
者
の
数
は
増
え
て
い
な
い
。
受
給
者

数
お
よ
び
受
給
世
帯
数
の
推
移
を
み
る
と
、
二
〇
二
〇
年
一
月
の
二
〇
六
万
八

六
三
八
人
、
一
六
三
万
五
六
六
二
世
帯
が
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
で
は
、
二
〇

二
万
六
七
六
三
人
、
一
六
四
万
六
六
八
六
世
帯
で
あ
る
。
第
７
図
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
三
年
間
に
お
い
て
受
給
者
が
一
時
的
に
で
も
急
増

し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
受
給
世
帯
数
が
微
増
し
た
だ
け
で
、
受
給
者
数
は

対
前
年
比
で
減
少
し
続
け
て
い
る
。

世
帯
類
型
別
に
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
特
徴
と
し
て
、「
母
子
世
帯
」
の
減

少
と
「
そ
の
他
の
世
帯
」
の
増
加
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
も
述
べ
た

よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
は
「
女
性
不
況
」、「
シ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
女
性
に
過
大
な
負
担
が
か
か
っ
た
。
な
か
で
も
構
造
的
な
困
難
状
況
に
お

か
れ
て
い
た
母
子
世
帯
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
困
窮
の
度
合
い
を
著
し
く
高

め
た
実
態
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
支
援
に
取
り
組
む
「
し
ん
ぐ
る
ま

ざ
あ
ず
・
ふ
ぉ
ー
ら
む
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
政
策
や
貧
困
政
策
の
研
究
者
が
共
同

で
行
っ
た
「
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
明
ら
か
に
し
て
き
た

と
お
り
で
あ
る
。「
米
な
ど
の
主
食
が
買
え
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
」
割
合
が
東

京
で
三
割
、
東
京
以
外
で
四
割
を
超
す
な
ど
、
親
と
子
が
絶
対
的
貧
困
の
状
況
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70000

75000
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第７図 受給者数・世帯数の推移

〔出所〕 厚生労働省「被保護者調査」をもとに作成

第８図 母子世帯の推移

〔出所〕 厚生労働省「被保護者調査」をもとに作成

第９図 その他の世帯の推移

〔出所〕 厚生労働省「被保護者調査」をもとに作成

特集１ コロナ禍における生活困窮者支援制度と生活保護
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に
追
い
込
ま
れ
て
（
５７
）

い
る
。
し
か
し
、
深
刻
な
状
況
に
陥
っ
た
母
子
世
帯
が
、
生

活
保
護
受
給
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
逆
に
、
生
活
保
護
を
受
給
し
て

い
る
母
子
世
帯
は
減
少
し
続
け
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
に
は
、
六
七
八
一
六
世

帯
と
な
っ
て
い
る
（
第
８
図
）。

就
労
可
能
な
人
を
含
む
「
そ
の
他
の
世
帯
」
は
増
え
て
い
て
は
い
る
が
、
二

〇
二
一
年
一
月
の
二
四
万
六
八
六
〇
世
帯
が
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
の
二
五
万

五
三
五
四
世
帯
へ
と
一
万
世
帯
、
三
％
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
時
と
大
き
く
違
っ
て
（
５８
）

い
る
。「
そ
の
他
の
世
帯
」
の
増
加
は
受
給

者
総
数
の
増
加
を
も
た
ら
す
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
（
第
９
図
）。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
最
大
の
特
徴
は
、
生
活
保
護
受
給
者
の
数
が
増
え
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
就
労
収
入
が
減
少
し
困
窮
状
態
に
陥
っ
た
膨
大
な

人
た
ち
を
、
生
活
保
護
が
受
け
止
め
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

要
保
護
状
態
で
あ
る
人
た
ち
が
生
活
保
護
で
は
な
く
、
生
活
保
護
の
手
前
の

制
度
で
あ
る
特
例
貸
付
な
ど
へ
と
流
れ
込
ん
だ
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
章
で
確

認
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
生
活
保
護
手
前
で
生
活
保
護
利
用
を
回
避
す
る

迂
回
路
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

社
会
保
障
審
議
会
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
及
び
生
活
保
護
部
会
は
「
中
間
ま

と
め
」
で
、「
こ
う
し
た
対
応
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
生
活
困
窮
者
の
生
活

の
下
支
え
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
」
と
評
価
し
て
い
（
５９
）

る
が
、
前
章
ま
で
で

検
証
し
て
き
た
よ
う
に
、
給
付
や
貸
付
の
対
象
に
な
っ
た
世
帯
の
多
く
は
、
最

低
生
活
以
下
の
暮
ら
し
を
続
け
た
の
で
あ
り
、
生
活
の
安
定
を
も
た
ら
し
た
と

評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

要
保
護
状
態
の
人
が
生
活
保
護
の
手
前
の
制
度
に
誘
導
さ
れ
た
背
景
に
は
、

生
活
保
護
制
度
が
使
い
に
く
い
こ
と
と
、
困
窮
し
た
人
た
ち
が
持
つ
生
活
保
護

へ
の
忌
避
感
を
打
破
す
る
だ
け
の
生
活
保
護
受
給
促
進
策
が
行
わ
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
。「
中
間
ま
と
め
」
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
「
生
活
保
護
を
た
め

ら
う
よ
う
な
意
識
が
依
然
と
し
て
み
ら
れ
、『
利
用
し
や
す
く
自
立
し
や
す

い
』
制
度
と
し
て
の
生
活
保
護
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
た
」
と
ま
と
め
て
（
６０
）

い
る
。

生
活
保
護
制
度
を
利
用
し
や
す
く
自
立
し
や
す
い
制
度
に
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
同
時
に
、
生
活
保
護
の
利
用
促
進
を
生
活
困
窮
者
支
援
機
関
の
課
題

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
活
困
窮
者
が
持
つ
生
活
保
護
へ
の
た
め
ら
い
・

忌
避
感
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
生
活
困
窮
者
を
支
援
す
る
側
が
持
つ
生
活
保
護

へ
の
誤
っ
た
理
解
や
忌
避
感
を
払
し
ょ
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
支
援
す
る

側
が
、
自
ら
の
生
活
保
護
へ
の
忌
避
感
や
誤
っ
た
理
解
を
も
と
に
、
受
給
権
が

あ
る
人
の
受
給
を
抑
制
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

生
活
保
護
を
利
用
し
や
す
く
自
立
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
何
が
行
わ
れ
、

何
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
現
状
把
握
が
必
要
で
あ
る
が
、
部
会
「
中
間

ま
と
め
」
で
は
検
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厚
生
労

働
省
が
発
出
し
た
事
務
連
絡
の
検
討
を
も
と
に
、
生
活
保
護
を
利
用
し
や
す
く

す
る
う
え
で
の
今
後
の
課
題
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

２

運
用
改
善
に
向
け
た
変
更

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
、
厚
生
労

働
省
は
生
活
保
護
の
弾
力
的
運
用
を
求
め
る
事
務
連
絡
を
発
出
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
事
務
連
絡
に
お
い
て
、「
利
用
し
や
す
く
自
立
し
や
す
い
」
制
度
に
向
け

た
ど
の
よ
う
な
運
用
の
変
更
が
自
治
体
に
示
さ
れ
た
の
か
、
み
て
み
よ
う
。

感
染
急
拡
大
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
改
正
を
前
に
し

た
二
〇
二
〇
年
三
月
一
〇
日
付
保
護
課
長
・
自
立
支
援
室
長
事
務
連
絡
は
、
①

住
ま
い
に
困
窮
す
る
人
へ
の
「
一
時
生
活
支
援
事
業
の
活
用
」、「
住
居
確
保
給
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付
金
の
活
用
」、
②
「
適
切
な
保
護
の
実
施
」、「
速
や
か
な
保
護
決
定
」、
③
住

居
を
喪
失
し
た
人
へ
の
保
護
の
適
用
、
一
時
的
な
居
所
の
確
保
、
を
求
め
て
い

る
。
四
月
七
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
が
、
同
日
付
保
護
課
事
務
連
絡

で
は
、
緊
急
事
態
措
置
地
域
お
よ
び
期
間
の
対
応
と
し
て
、
保
護
の
要
件
に
か

か
わ
る
弾
力
的
運
用
を
求
め
て
い
る
。
保
護
の
基
本
で
あ
る
資
産
活
用
要
件
と

稼
働
能
力
活
用
要
件
に
か
か
わ
る
重
要
な
通
知
で
（
６１
）

あ
る
。
五
月
八
日
付
保
護
課

事
務
連
絡
は
、
①
扶
養
が
保
護
の
要
件
で
は
な
い
こ
と
の
確
認
、
現
在
地
保
護

の
徹
底
、
②
人
員
体
制
の
強
化
と
国
庫
補
助
に
つ
い
て
通
知
し
て
い
る
。
五
月

二
六
日
付
保
護
課
事
務
連
絡
は
、
緊
急
事
態
宣
言
明
け
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
弾

力
的
運
用
を
継
続
し
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
を
通
知
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
緊

急
事
態
宣
言
と
蔓
延
防
止
対
策
が
繰
り
返
さ
れ
る
た
び
に
、
こ
れ
ら
の
内
容
を

ベ
ー
ス
に
新
た
な
事
務
連
絡
が
発
出
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
事
務
連
絡
が
生

活
保
護
を
利
用
し
や
す
く
す
る
方
向
で
、
ど
の
よ
う
な
変
更
を
打
ち
出
し
た
の

か
整
理
し
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
申
請
の
手
続
き
を
簡
素
化
し
、
保
護
を
利
用
し
や
す
く
す
る
こ
と

で
あ
る
。
四
月
七
日
事
務
連
絡
は
、「
一

保
護
の
申
請
相
談
、
訪
問
調
査
等

に
お
け
る
対
応
」
と
し
て
、
保
護
の
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、「
保
護
の
申
請
意

思
を
確
認
し
た
う
え
で
、
申
請
の
意
思
が
あ
る
方
に
対
し
て
は
、
生
活
保
護
の

要
否
判
定
に
直
接
必
要
な
情
報
の
み
聴
取
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
他
の
保
護
の

決
定
実
施
及
び
援
助
方
針
の
策
定
に
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
後
日
電
話
等

に
よ
り
聴
取
す
る
等
、
面
接
時
間
が
長
時
間
に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
さ
れ
た

い
」
と
し
、
簡
素
化
を
明
確
に
し
て
い
る
。
他
方
で
、
申
請
時
の
訪
問
調
査
に

つ
い
て
は
、「
十
分
に
注
意
を
払
っ
た
う
え
で
行
わ
れ
た
い
」
と
し
て
い
る
。

「
訪
問
の
際
の
調
査
の
内
容
は
実
地
に
確
認
等
が
必
要
な
事
項
に
限
定
し
」、
そ

の
他
の
事
項
は
、
後
日
電
話
で
聴
取
す
る
よ
う
に
と
は
示
し
て
い
る
の
で
簡
素

化
で
は
あ
る
が
、
対
面
で
の
面
談
は
必
要
で
あ
り
、
訪
問
調
査
も
な
く
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
社
協
の
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
が
書
面
だ
け

の
申
請
で
よ
い
と
し
た
の
と
比
べ
る
と
、
生
活
保
護
に
お
い
て
は
、
通
常
の
手

順
を
遵
守
す
る
と
い
う
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、「
要
否
判
定
に
直
接
必
要
な
こ
と
の
み
」
と
し
、

「
面
接
時
間
が
長
時
間
に
な
ら
な
い
よ
う
」
に
す
る
と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
の

論
拠
づ
け
で
あ
る
。
面
接
時
間
が
長
時
間
に
な
ら
な
い
よ
う
、
要
否
判
定
に
直

接
必
要
で
な
い
こ
と
は
簡
素
化
す
る
と
い
う
論
理
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
限
定
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
申
請
時
の
情
報
の
聴
取
や
訪
問
調
査
は
要
否
判
定
に
必
要

な
こ
と
だ
け
に
と
ど
め
、
で
き
る
だ
け
簡
素
化
す
る
と
い
う
の
は
、
長
時
間
に

及
ぶ
申
請
や
訪
問
調
査
が
当
た
り
前
の
従
来
の
運
用
か
ら
の
大
き
な
転
換
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
扶
養
は
保
護
の
要
件
で
は
な
い
の
で
、
扶
養
に
関
す
る
情
報

は
「
要
否
判
定
に
直
接
必
要
な
情
報
」
で
は
な
い
。
扶
養
関
係
の
聴
取
は
後
日

で
よ
い
は
ず
で
あ
り
、
扶
養
調
査
を
保
護
決
定
前
に
行
う
必
要
は
な
い
。

第
二
に
、
保
護
の
要
否
判
定
の
際
の
、
保
護
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
の
判
定
を
弾
力
化
し
、
簡
素
化
し
、
保
護
を
利
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
を

提
起
し
た
。
四
月
七
日
事
務
連
絡
は
、「
二

保
護
の
要
否
判
定
等
に
お
け
る

留
意
事
項
に
つ
い
て
」
で
、
保
護
の
要
件
に
関
わ
る
運
用
の
弾
力
化
・
簡
素
化

を
提
起
し
て
い
る
。

生
活
保
護
に
お
い
て
は
、
世
帯
の
収
入
が
生
活
保
護
の
定
め
る
最
低
生
活
費

に
満
た
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
保
護
が
必
要
と
判
断
さ
れ
、
給
付

が
始
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
収
入
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
生
活
保
護
法
第
四

条
「
保
護
の
補
足
性
」
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
「
資
産
、
能
力
を
活
用
す

る
こ
と
」
と
い
う
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
、
福
祉
事
務
所
は
要
否
判
定
で

「
否
」
と
判
定
し
て
し
（
６２
）

ま
う
。
稼
働
能
力
の
活
用
、
資
産
の
活
用
が
厳
し
く
求
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め
ら
れ
、
保
護
の
入
り
口
の
壁
と
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
、
四
月
七
日
事
務
連
絡
は
保
護
の
要
件
の
運
用
の
変
更
を
提
起

し
て
い
る
。

ま
ず
、
稼
働
能
力
活
用
要
件
に
つ
い
て
は
、
本
来
は
、「
実
際
に
稼
働
能
力

を
活
用
す
る
場
を
確
保
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
評
価
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
緊
急
事
態
措
置
の
状
況
の
中
で
新
た
に
就
労
の
場
を
探
す
こ
と
が
困
難

で
あ
る
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
緊
急
事
態
措
置
期
間
中
、
こ
う
し
た

判
断
を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
」
と
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
運
用

は
、
稼
働
能
力
を
有
す
る
人
が
、
働
く
意
思
が
あ
る
の
に
、
就
労
の
場
が
な
い

場
合
は
、
稼
働
能
力
を
活
用
し
て
い
な
い
と
は
い
え
な
い
と
し
、
稼
働
能
力
活

用
要
件
を
満
た
す
と
判
断
す
る
と
い
う
も
の
で
（
６３
）

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
四
月
七

日
事
務
連
絡
は
、「
新
た
に
就
労
の
場
を
探
す
こ
と
が
困
難
」
な
場
合
は
、
働

く
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
や
、
就
労
の
場
が
あ
る
ど
う
か
の
評
価
を
す
る
こ
と

な
し
に
、
稼
働
能
力
活
用
要
件
を
満
た
す
と
判
断
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限
と
い
う
事
情
の
も
と
で
は
あ
る
が
、
就
労
の

場
を
探
す
こ
と
自
体
が
難
し
け
れ
ば
、
稼
働
能
力
の
活
用
要
件
を
満
た
す
と
判

断
す
る
こ
と
で
あ
り
、
従
来
の
運
用
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特
殊
事
情
が
な
く
な
っ
て
も
、
保
護
申
請
時
の
生
活
が
ひ

っ
迫
し
た
状
況
で
は
、
経
済
的
に
も
時
間
的
に
も
就
職
活
動
を
す
る
余
裕
が
な

く
、「
新
た
に
就
労
の
場
を
探
す
こ
と
が
困
難
」
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

稼
働
能
力
活
用
を
保
護
開
始
要
件
と
し
て
保
護
の
申
請
時
点
で
稼
働
能
力
の
活

用
を
求
め
る
こ
と
そ
の
も
の
が
無
理
な
の
で
あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
運
用
の

変
更
を
手
が
か
り
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
運
用
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

保
護
受
給
中
に
稼
働
能
力
活
用
を
要
件
と
し
て
課
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
稼

働
能
力
の
活
用
は
、
支
援
の
課
題
だ
と
い
う
視
点
か
ら
見
直
す
べ
き
で
（
６４
）

あ
る
。

四
月
七
日
事
務
連
絡
は
、
稼
働
能
力
活
用
要
件
に
加
え
、
保
護
の
要
件
に
か

か
わ
る
運
用
の
変
更
と
し
て
、
一
時
的
な
収
入
の
減
少
に
よ
り
保
護
が
必
要
と

な
っ
た
人
へ
は
、
資
産
の
活
用
要
件
を
緩
め
る
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
保
護
開
始
時
に
就
労
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
る

が
、
今
後
収
入
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
通
勤
用
自
動
車
の
保
有

を
認
め
る
と
し
て
い
る
。
従
来
の
扱
い
は
、「
概
ね
六
ヵ
月
以
内
に
就
労
に
よ

り
保
護
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る
者
」
に
対
し
、「
処
分
指

導
を
行
わ
な
い
」
と
し
て
い
た
。
六
ヵ
月
以
内
に
保
護
か
ら
脱
却
す
る
の
が
確

実
な
場
合
は
、
処
分
し
ろ
と
は
と
り
あ
え
ず
は
言
わ
な
い
と
い
う
限
定
的
か
つ

消
極
的
な
姿
勢
で
あ
る
。
四
月
七
日
事
務
連
絡
は
、
今
後
「
増
収
が
見
込
ま
れ

る
」
な
ら
「
保
有
を
認
め
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
条
件
を
緩
和
し
、
積
極

的
に
保
有
を
認
め
る
と
い
う
姿
勢
へ
の
転
換
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
自

動
車
の
使
用
に
つ
い
て
も
、「
求
職
活
動
に
必
要
な
場
合
」
と
い
う
規
定
を
緩

和
す
る
と
し
て
い
る
。
自
家
用
自
動
車
の
保
有
を
容
認
し
、
利
用
制
限
を
緩
和

す
る
方
向
へ
一
歩
踏
み
出
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
自
営
に
必
要
な
店
舗
、
機
械
器
具
等
の
資
産
に
つ
い
て
は
、
保
有

を
認
め
る
と
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
減
少
が
大
き
い
の
が
自
営
業
者
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
確
認
し
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

た
だ
し
、
預
貯
金
・
手
持
ち
金
に
つ
い
て
の
受
給
制
限
的
運
用
を
変
え
て
い

な
い
。
保
有
す
る
現
金
預
金
が
、
そ
の
世
帯
の
最
低
生
活
費
一
ヵ
月
分
よ
り
も

多
い
と
、
要
保
護
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
預
貯
金
・
手
持
ち
現
金
を
取
り
崩

し
、
使
い
尽
く
し
た
う
え
で
な
け
れ
ば
、
保
護
が
受
給
で
き
な
い
。
一
時
的
な

収
入
減
少
に
よ
り
困
窮
に
陥
っ
た
人
に
対
し
て
、
資
産
の
活
用
要
件
を
弾
力
化

し
、
一
定
の
現
金
預
金
を
持
っ
た
ま
ま
生
活
保
護
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た

ほ
う
が
、
生
活
再
建
、
稼
得
収
入
増
に
つ
な
が
る
し
、
要
保
護
状
態
を
脱
し
た
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後
の
生
活
の
安
定
に
も
つ
な
が
る
。
生
活
保
護
を
「
利
用
し
や
す
く
、
自
立
し

や
す
く
」
す
る
と
い
う
言
葉
で
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ

る
。
生
活
困
窮
世
帯
基
準
で
あ
る
生
活
扶
助
六
ヵ
月
分
、
最
大
一
〇
〇
万
円
と

い
う
基
準
を
、
生
活
保
護
に
適
用
し
て
よ
い
。

第
三
に
、
扶
養
調
査
に
関
し
て
、
生
活
保
護
を
利
用
し
や
す
く
す
る
動
き
が

あ
っ
た
。
二
〇
一
三
年
生
活
保
護
法
改
正
の
中
心
は
、
扶
養
義
務
に
関
す
る
規

制
の
強
化
で
あ
っ
た
。「
不
正
受
給
・
不
適
正
受
給
」
対
策
の
た
め
に
、
扶
養

義
務
者
へ
の
通
知
（
第
二
四
条
第
八
項
）
と
、
扶
養
義
務
者
か
ら
の
報
告
徴
収

（
第
二
八
条
第
二
項
）
を
新
設
し
た
。
こ
の
規
定
の
運
用
を
め
ぐ
っ
て
は
反
対

の
声
を
受
け
、
当
初
の
省
令
案
が
大
き
く
変
更
さ
れ
、
き
わ
め
て
限
定
的
な
場

合
に
と
ど
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
（
６５
）

あ
る
。

親
族
に
よ
る
扶
養
は
保
護
の
要
件
で
は
な
い
が
、
法
第
四
条
第
二
項
の
「
扶

養
が
保
護
に
優
先
す
る
」
と
い
う
規
定
が
要
件
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、

扶
養
義
務
者
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
が
保
護
決
定
前
に
、
広
範
に
行
わ
れ
て
き

た
。
こ
れ
が
受
給
申
請
を
妨
げ
る
壁
に
な
っ
て
き
た
。

厚
生
労
働
省
は
、
二
〇
二
一
年
二
月
に
生
活
保
護
の
実
施
要
領
お
よ
び
生
活

保
護
問
答
集
の
改
正
を
通
知
し
、「
扶
養
義
務
履
行
が
期
待
で
き
な
い
者
」
の

判
断
基
準
を
補
足
修
正
し
、
扶
養
調
査
を
し
な
く
て
い
い
場
合
、
し
て
は
な
ら

な
い
場
合
の
規
定
を
明
確
に
し
た
。
三
月
一
日
の
改
正
実
施
に
先
立
ち
、
厚
生

労
働
省
は
二
月
二
六
日
に
扶
養
に
関
す
る
取
扱
い
と
改
正
を
ふ
ま
え
た
運
用
上

の
留
意
点
に
つ
い
て
別
途
通
知
を
出
し
て
解
説
し
て
（
６６
）

い
る
。

通
知
は
ま
ず
、
扶
養
の
位
置
づ
け
が
「
保
護
の
要
件
」
で
は
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
生
活
保
護
法
第
四
条
第
二
項
の
、
扶
養
義
務
者
の

扶
養
は
「
保
護
に
優
先
し
て
行
わ
れ
る
」
と
い
う
規
定
は
、「
保
護
の
要
件
」

と
は
異
な
る
位
置
づ
け
の
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
扶
養
義
務
者
か
ら
の
金
銭
的

扶
養
が
行
わ
れ
た
と
き
に
、
こ
れ
を
被
保
護
者
の
収
入
と
し
て
取
り
扱
う
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
扶
養
義
務
者
に
よ
る
扶
養
の
可
否
等
が
、
保
護
の
要
否
の
判

定
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
（
６７
）

な
い
。

そ
の
う
え
で
、「
扶
養
義
務
の
履
行
が
期
待
で
き
な
い
」
と
判
断
さ
れ
る
扶

養
義
務
者
に
は
、「
扶
養
紹
介
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
差
し
支
え
な
い
」
と

し
て
（
６８
）

い
る
。「
扶
養
義
務
履
行
が
期
待
で
き
な
い
」
場
合
を
、
三
類
型
に
整
理

し
て
い
る
。
①
扶
養
義
務
者
が
被
保
護
者
、
専
業
主
婦
、
未
成
年
者
、
高
齢
者

な
ど
経
済
力
が
な
い
場
合
、
②
借
金
を
重
ね
て
い
る
、
相
続
を
め
ぐ
っ
て
対
立

し
て
い
る
、
縁
を
切
ら
れ
て
い
る
な
ど
「
著
し
い
関
係
不
良
」
な
特
別
な
事
情

が
あ
る
場
合
、
③
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
等
の
経
緯
が
あ
り
、
扶
養
義
務
者
に
扶
養
を
求

め
る
こ
と
が
要
保
護
者
の
自
立
を
阻
害
す
る
場
合
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
、
②
の
「
著
し
い
関
係
不
良
」
に
つ
い
て
は
、「
二
〇
年
間
音
信
不
通
で
あ

る
」
こ
と
と
し
て
き
た
が
、「
一
〇
年
程
度
」
音
信
不
通
で
あ
る
と
申
し
出
れ

ば
よ
い
こ
と
と
し
、
ま
た
音
信
不
通
に
か
か
わ
ら
ず
、
著
し
く
関
係
不
良
と
認

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
扶
養
の
位
置
づ
け
を
改
め
て
確
認
し
、
扶
養
義
務
が
期

待
で
き
な
い
場
合
の
規
定
を
明
確
に
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
通
知
で
注
目
す
べ
き
は
、「
扶
養
義
務
の
履
行
が
期
待
で
き
な
い
」
者

を
除
外
し
て
行
う
の
で
は
な
く
、「
扶
養
義
務
の
履
行
が
期
待
で
き
る
」
と
判

断
さ
れ
る
者
に
対
し
て
の
み
限
定
し
て
行
う
こ
と
が
原
則
だ
と
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
知
が
周
知
す
る
内
容
の
調
査
の
結
果
、「『
扶
養
義
務
の

履
行
が
期
待
で
き
る
』
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
原
則
の
違
い
を
確
認
す
る
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

国
は
、
三
月
三
〇
日
に
は
申
請
者
が
扶
養
調
査
を
拒
む
場
合
は
「
丁
寧
に
聞

き
取
り
を
行
い
」、
意
向
を
尊
重
す
る
よ
う
求
（
６９
）

め
た
。

特集１ コロナ禍における生活困窮者支援制度と生活保護
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「
可
能
性
調
査
に
お
け
る
聞
き
取
り
の
中
で
、
要
保
護
者
が
扶
養
照
会
を
拒
ん
で
い
る
場
合

等
に
お
い
て
は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
特
に
丁
寧
に
聞
き
取
り
を
行
い
、
照
会
の
対
象
と

な
る
扶
養
義
務
者
が
『
扶
養
義
務
履
行
が
期
待
で
き
な
い
者
』
に
該
当
す
る
か
否
か
と
い

う
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」。

先
の
原
則
か
ら
す
る
な
ら
、
要
保
護
者
か
ら
の
聞
き
取
り
な
ど
の
「
可
能
性

調
査
」
は
、
扶
養
義
務
の
履
行
が
期
待
で
き
な
い
と
さ
れ
た
者
を
明
確
に
す
る

の
で
は
な
く
、
扶
養
義
務
の
履
行
が
期
待
で
き
る
者
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
な

の
で
あ
る
。
要
保
護
者
が
、
こ
の
人
に
扶
養
紹
介
し
て
ほ
し
く
な
い
と
拒
ん
で

い
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
人
に
扶
養
義
務
の
履
行
を
望
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、「
扶
養
義
務
の
履
行
が
期
待
で
き
る
」
人
で
は
な
い
。
扶
養
調
査

の
対
象
と
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
通
知
の
実
効
性
、
現
場
へ
の
影
響
は
少
な
い
。
扶
養
紹

介
に
つ
い
て
東
京
新
聞
が
二
〇
二
二
年
七
〜
八
月
に
都
内
二
八
区
市
に
対
し
、

通
知
前
後
で
対
応
が
変
化
し
た
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
変
わ
ら
な
い
」
が
七

割
近
い
一
九
区
市
に
上
っ
た
と
の
こ
と
で
（
７０
）

あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
保
護
の

運
用
改
善
は
、
今
後
へ
の
問
題
提
起
は
し
た
も
の
の
、
実
効
性
に
は
欠
け
る
も

の
で
あ
っ
た
。

厚
生
労
働
省
保
護
課
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
三
〇
日
に
、
二
〇
年
四
月
七
日

お
よ
び
五
月
二
六
日
通
知
で
示
し
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
訪
問
調
査
活
動
お
よ
び
面

接
相
談
に
関
し
て
は
、
四
月
一
日
を
も
っ
て
廃
止
し
従
来
に
戻
す
こ
と
、
そ
の

他
の
項
目
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置

づ
け
が
五
類
感
染
症
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
五
月
八
日
を
目
途
に
廃
止
し
、
元
に

戻
す
こ
と
を
全
国
に
通
知
し
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
諸
項
目
に
つ
い
て

は
、
そ
の
意
義
を
確
認
し
、
検
証
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に

生
活
保
護
の
手
前
で
生
活
困
窮
に
対
応
す
る
第
二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

現
金
給
付
施
策
（
訓
練
受
講
給
付
金
、
住
居
確
保
給
付
金
）
は
、
利
用
者
が
少

な
く
、
制
度
と
し
て
の
存
在
意
義
が
小
さ
い
。
現
金
給
付
制
度
は
、
最
後
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
生
活
保
護
が
利
用
し
づ
ら
い
だ
け
で
な
く
、
第
二
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
現
金
給
付
の
諸
制
度
が
、
利
用
し
に
く
い
と
い

う
状
況
で
あ
る
。
し
か
も
、
訓
練
受
講
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
で

は
、
収
入
、
資
産
と
も
生
活
保
護
の
受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
世
帯
が
三
割

ほ
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
最
低
生
活
費
以
下
の
収
入
の
世
帯
が
七
割
を
超

え
た
。
住
居
確
保
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
一
時
的
に
受
給

者
が
増
え
た
時
点
で
、
受
給
者
の
約
六
割
の
世
帯
が
要
保
護
状
態
で
あ
っ
た
。

金
銭
給
付
全
体
を
見
直
し
、
対
象
者
の
要
件
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
就
労
支
援
は
、
日
常
生
活
支
援
、
社
会
参
加

支
援
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
正
規
就
労
や
増
収
と
い
う
効
果
を

上
げ
て
お
ら
ず
、
生
活
困
窮
を
和
ら
げ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
し
、
生
活
困

窮
か
ら
の
脱
却
に
も
繋
が
っ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
提
供
で
き
る
中
間
的
就
労

の
場
が
少
な
す
ぎ
る
。
生
活
困
窮
者
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
生
活
を
支
え
る
金
銭

給
付
な
し
に
就
労
支
援
に
参
加
す
る
の
は
難
し
い
。「
職
業
訓
練
＋
生
活
保
障

給
付
＋
就
労
支
援
」
を
三
位
一
体
で
、
旧
来
型
の
就
労
指
導
な
し
で
提
供
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
第
二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
生
活
困
窮
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
生
活
安
定
機
能
を
果
た
し
た
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
社
協
に
よ
る
返

済
免
除
付
き
の
貸
付
が
膨
大
な
人
に
貸
付
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
に
関

78



連
し
て
生
活
困
窮
の
窓
口
の
相
談
が
増
え
た
か
ら
で
あ
る
。
免
除
付
き
の
貸
付

と
し
て
、
現
時
点
で
は
、
借
受
人
の
三
分
の
一
が
免
除
と
な
り
、
実
質
的
な
給

付
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
免
除
要
件
が
厳
し
く
、
稼
働
年
齢
層
で
免
除
と
な
っ

た
の
は
、
所
得
が
き
わ
め
て
低
い
人
た
ち
で
あ
り
、
生
活
保
護
が
必
要
な
世
帯

で
あ
る
。
住
民
税
課
税
と
な
っ
た
要
保
護
者
・
生
活
困
窮
者
は
免
除
と
な
ら

ず
、
返
済
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
低
所
得
、
生
活
困
窮
、
生
活
保
護
の
基
準
額
が

逆
転
し
て
い
る
こ
と
の
問
題
が
こ
こ
に
表
れ
て
い
る
。

各
制
度
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
、
特
例
貸
付
の
返
済
が
滞
っ
て
い
る
人
が
現

時
点
で
一
〇
〇
万
件
を
超
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
に
ま
と
め
た
と
お

り
で
あ
る
し
、
対
応
の
課
題
も
そ
こ
で
述
べ
た
。
最
後
に
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
低
所
得
基
準
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
住
民
税
非
課
税
基
準

そ
の
も
の
の
問
題
で
あ
る
。
稼
働
年
齢
層
に
お
い
て
は
、
生
活
扶
助
相
当
額
が

住
民
税
非
課
税
の
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
生
活
保
護
基
準
以
下
の
人
に
課
税
し

て
し
ま
っ
て
い
る
。
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
の
生
活
が
可
能
な
所
得
に
は
課

税
し
な
い
の
が
、
本
来
の
意
味
で
の
課
税
最
低
限
で
あ
る
。
生
活
扶
助
相
当
額

だ
け
で
な
く
住
宅
扶
助
額
を
加
え
た
生
活
保
護
基
準
が
住
民
税
非
課
税
基
準
額

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
稼
働
年
齢
層
の
低
所
得
基
準
（
住
民
税
非
課
税
基
準

＝

生
活
扶
助
相
当
額
）
が
低
す
ぎ
る
の
で
、「
生
活
扶
助
相
当
額
＋
住
宅
扶

助
」
を
生
活
困
窮
基
準
と
す
る
と
い
う
よ
う
な
対
応
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

住
民
税
非
課
税
基
準
そ
の
も
の
を
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
最
低
限
保
障
す
る

額
に
す
る
こ
と
で
、
制
度
の
位
置
づ
け
が
明
確
に
な
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
所
得
要
件
と
し
て
は
、
低
所
得
基
準
、
生
活
困
窮
基
準
、
生

活
保
護
基
準
に
大
き
な
違
い
は
な
く
な
り
、
共
通
す
る
こ
と
に
な
る
。
救
貧
制

度
と
し
て
の
違
い
は
、
所
得
だ
け
を
要
件
と
す
る
低
所
得
対
策
、
所
得
要
件
に

資
産
要
件
が
加
わ
る
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
、
資
産
・
能
力
活
用
要
件
が

よ
り
厳
し
い
生
活
保
護
制
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
は
、
生
活
保
護
の
手
前
で
の
支
援
と
い
う
か
ら

に
は
、
ま
た
、
経
済
的
困
窮
に
対
象
を
限
定
し
な
い
と
強
調
す
る
か
ら
に
は
、

困
窮
手
前
の
人
を
対
象
と
す
る
防
貧
制
度
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
べ

き
で
あ
る
。「
現
に
経
済
的
に
困
窮
し
」
と
い
う
限
定
を
外
し
、「
最
低
限
度
の

生
活
を
維
持
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
」
に
加
え
、「
生
活
困
窮
に
陥

る
お
そ
れ
の
あ
る
者
」
を
対
象
と
す
る
。
住
居
確
保
給
付
金
は
、
防
貧
制
度
と

し
て
の
受
給
要
件
を
明
確
に
し
た
経
済
給
付
と
す
る
。
具
体
的
な
所
得
及
び
資

産
要
件
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
特
例
の
も
と
で
の
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
要
件

（
本
人
所
得
月
一
二
万
円
以
下
、
世
帯
所
得
月
四
〇
万
円
以
下
、
金
融
資
産
三

〇
〇
万
円
以
下
）
が
参
考
と
な
る
。

生
活
保
護
制
度
は
、「
利
用
し
や
す
く
、
自
立
を
支
援
す
る
」
た
め
に
、
資

産
要
件
を
緩
和
す
る
、
能
力
活
用
要
件
を
緩
和
す
る
、
指
導
指
示
に
従
う
義
務

お
よ
び
義
務
違
反
に
よ
る
保
護
停
止
・
廃
止
規
定
を
改
正
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
現
行
の
生
活
保
護
制
度
で
も
、「
生
業
扶
助
」（
第
一
七
条
）
が
、「
困

窮
の
た
め
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
」
だ
け
で
な

く
、「
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
者
」
も
対
象
と
す
る
規
定
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の

規
定
を
他
の
扶
助
に
も
広
げ
て
活
用
す
れ
ば
、
生
活
保
護
手
前
の
人
ま
で
の
支

援
も
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

生
活
保
護
の
手
前
で
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
生
活
保
護
基
準
以
下
で
暮

ら
す
人
た
ち
を
、
救
貧
制
度
を
組
み
合
わ
せ
て
生
活
保
護
に
行
か
な
い
よ
う
に

す
る
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
、
施
策
が
展
開
し
て
き
た
。
す
で
に
経
済
的
に
困

窮
し
た
人
に
対
し
、
収
入
が
生
活
扶
助
相
当
額
以
下
、
ま
た
は
、「
生
活
扶
助

相
当
額
＋
住
宅
扶
助
」
と
い
う
生
活
保
護
に
近
似
し
た
額
以
下
を
要
件
と
す
る

経
済
給
付
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
に
就
労
支
援
に
よ
る
増
収
を
あ
わ
せ
て
、
生
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活
保
護
水
準
を
超
え
る
収
入
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
で
は
、
生
活
に
困
窮
し
た
人
の
最
低
生
活
の
保
障
は
で
き
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
最
低
生
活
以
下
で
暮
ら
す
人
に
は
、
生
活
保
護
を
し
っ

か
り
給
付
す
る
、
生
活
保
護
手
前
で
支
え
る
制
度
は
、
防
貧
制
度
と
し
て
、
給

付
要
件
を
生
活
保
護
手
前
の
経
済
状
況
の
人
に
広
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

（
布
川

日
佐
史
）

（
１
）
布
川
日
佐
史
「
生
活
保
護
法
改
正
と
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」『
日
本
労
働
年

鑑
』（
第
八
五
集
）、
二
〇
一
五
年
、
七
四
〜
一
〇
七
頁
。
以
下
、
布
川
（
二
〇
一
五

年
）。

（
２
）
布
川
（
二
〇
一
五
年
）、
九
八
頁
。

（
３
）
布
川
（
二
〇
一
五
年
）、
一
〇
五
〜
一
〇
六
頁
。

（
４
）
布
川
日
佐
史
「
ド
イ
ツ
求
職
者
基
礎
保
障
の
手
続
き
簡
素
化
と
市
民
手
当
」『
現
代

福
祉
研
究
』
第
二
二
号
、
二
〇
二
二
年
、
一
三
一
〜
一
五
四
頁
。

（
５
）
菊
池
馨
実
『
社
会
保
障
再
考
〈
地
域
〉
で
支
え
る
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
、

一
〇
五
頁
。

（
６
）
布
川
（
二
〇
一
五
年
）、
七
五
頁
。
な
お
、
そ
こ
で
も
ふ
れ
た
が
、
高
齢
者
・
年
金

受
給
者
の
場
合
、
公
的
年
金
等
控
除
額
が
給
与
所
得
控
除
額
よ
り
高
く
設
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
基
準
が
高
く
な
り
す
ぎ
て
い
る
と
の
懸
念
や
批
判
が
あ
る
。

た
し
か
に
、
年
金
受
給
者
の
住
民
税
非
課
税
基
準
は
、「
生
活
扶
助
相
当
額
」
よ
り
高
く

は
な
る
が
、「
生
活
扶
助
相
当
額
＋
住
宅
扶
助
額
」
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
は
、
稼
働
年
齢
層
を
対
象
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
布
川
日
佐
史
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
低
生
活
保
障
制
度
改
革
―
―
『
市
民
手
当

（B
ürgergeld

）』
法
案
の
検
討
」『
現
代
福
祉
研
究
』
第
二
三
号
、
二
〇
二
三
年
、
七
七

〜
一
〇
二
頁
。

（
８
）
こ
こ
で
い
う
「
特
定
求
職
者
」
と
は
、
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
し
込
み
を
し

た
人
で
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
や
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
で
は
な
い
求
職
者
、
す
な
わ

ち
、
雇
用
保
険
求
職
者
給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
か
、
給
付
期
間
が
満
了
し
て
し
ま
っ

た
求
職
者
で
あ
る
。

（
９
）
な
お
、
給
付
金
を
受
給
し
て
も
訓
練
期
間
中
の
生
活
費
が
不
足
す
る
場
合
、
給
付

金
に
上
乗
せ
し
て
融
資
す
る
「
求
職
者
支
援
資
金
融
資
」
が
あ
る
。
担
保
・
保
証
人
不

要
で
、
貸
付
額
は
月
五
万
円
、
扶
養
家
族
を
有
す
る
場
合
は
月
一
〇
万
円
で
あ
り
、
利

率
は
二
％
で
あ
る
。
融
資
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

（
１０
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
「
求
職
者
支
援
制
度
利
用
者
調
査
‐
訓
練
前
調
査
・

訓
練
後
調
査
・
追
跡
調
査
の
三
時
点
の
縦
断
調
査
の
検
討
」『
労
働
政
策
研
究
報
告
』
第

一
八
一
号
、
二
〇
一
五
年
。

（
１１
）
資
産
要
件
と
し
て
、
自
家
用
自
動
車
を
処
分
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
就
職

活
動
中
の
場
合
は
、
自
家
用
自
動
車
の
保
有
が
容
認
さ
れ
る
。
自
家
用
自
動
車
を
保
有

し
て
い
て
も
受
給
要
件
を
満
た
す
。

（
１２
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
「
同
前
」、
二
六
〜
二
七
頁
。

（
１３
）
給
付
金
の
本
人
収
入
要
件
と
訓
練
基
準
の
特
例
措
置
は
二
〇
二
一
年
二
月
二
五
日

よ
り
、
そ
の
他
の
特
例
措
置
は
二
〇
二
一
年
一
二
月
二
一
日
よ
り
適
用
さ
れ
て
い
る
。

（
１４
）
労
働
政
策
審
議
会
職
業
安
定
分
科
会
雇
用
保
険
部
会
（
第
一
七
九
回
）、
資
料
２

「
求
職
者
支
援
制
度
に
つ
い
て
」、
二
〇
二
二
年
一
二
月
一
九
日
、
ス
ラ
イ
ド
３
、
以

降
。

（
１５
）
「
同
前
」、
ス
ラ
イ
ド
８
。

（
１６
）
生
活
保
護
世
帯
に
は
医
療
扶
助
等
他
の
給
付
が
あ
り
、
ま
た
就
労
収
入
認
定
の
際

の
控
除
が
あ
る
た
め
、「
生
活
扶
助
相
当
額
＋
住
宅
扶
助
額
」
よ
り
も
実
際
の
消
費
生
活

水
準
は
高
く
な
る
。

（
１７
）
布
川
（
二
〇
一
五
年
）、
九
〇
〜
九
一
頁
。

（
１８
）
初
期
費
用
、
共
益
費
、
管
理
費
等
は
対
象
外
で
あ
る
。
住
居
喪
失
者
に
つ
い
て

は
、
入
居
す
る
住
宅
は
住
宅
扶
助
特
別
基
準
額
以
下
の
家
賃
に
限
る
。
滞
納
し
た
家
賃

へ
充
当
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
１９
）
社
会
・
援
護
局
地
域
福
祉
課
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
室
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
全
国
担
当
者
会
議
」、
二
〇
一
五
年
九
月
一
四
日
、
資
料
三
「
住
居
確
保
給
付
金
に
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つ
い
て
」
ス
ラ
イ
ド
４
。

（
２０
）
た
だ
し
、
再
々
延
長
も
し
く
は
再
支
給
の
受
給
者
に
は
、
よ
り
厳
し
い
求
職
活
動

要
件
が
課
さ
れ
た
。

（
２１
）
原
則
三
ヵ
月
（
最
長
九
ヵ
月
）
と
し
て
い
た
支
給
期
間
に
つ
い
て
、
二
〇
二
〇
年

度
中
の
新
規
受
給
者
に
限
り
、
最
長
一
二
ヵ
月
ま
で
の
再
々
延
長
を
可
能
と
し
た
。
解

雇
以
外
の
休
業
等
に
伴
う
収
入
減
少
の
場
合
で
も
、
三
ヵ
月
の
再
支
給
を
可
能
と
し

た
。

（
２２
）
安
藤
道
人
、
古
市
将
人
、
大
西
連
「
雇
用
保
険
と
生
活
保
護
の
狭
間
の
所
得
保
障

ニ
ー
ズ
へ
の
政
策
的
対
応
：
コ
ロ
ナ
禍
の
住
居
確
保
給
付
金
・
特
例
貸
付
と
三
層
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」『
社
会
保
障
研
究
』
第
七
巻
第
三
号
、
二
〇
二
二
年
、
二
五
三
頁
。

（
２３
）
全
国
居
住
支
援
法
人
協
議
会
『
居
住
支
援
の
強
化
に
向
け
た
調
査
研
究
報
告
書
要

旨
（
二
〇
二
〇
年
度
）』、
二
〇
二
一
年
。

（
２４
）
『
同
報
告
書
要
旨
』、
図
表
４２
。

（
２５
）
社
会
保
障
審
議
会
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
及
び
生
活
保
護
部
会
（
第
一
八
回
）、
二

〇
二
二
年
八
月
一
〇
日
、
資
料
１
、「
居
住
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」、
ス
ラ
イ
ド
２５

よ
り
引
用
。

（
２６
）
受
講
給
付
金
と
の
併
給
は
継
続
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
〇
万
円
と

住
宅
扶
助
額
を
合
計
す
れ
ば
、
単
身
者
な
ら
最
低
生
活
を
超
え
た
金
額
が
保
障
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

（
２７
）
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
支
援
状
況
調
査
集
計
結
果
」
各
年
度
版
、

お
よ
び
社
会
保
障
審
議
会
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
及
び
生
活
保
護
部
会
（
第
一
六
回
）、

二
〇
二
二
年
七
月
八
日
、
資
料
２
、「
就
労
支
援
の
あ
り
方
」、
ス
ラ
イ
ド
４
。

（
２８
）
「
同
前
」、
ス
ラ
イ
ド
４
。

（
２９
）
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
論
点
整
理
の
た
め
の
検
討
会
（
第

二
回
）、
二
〇
二
二
年
一
月
二
四
日
、
参
考
３
、「
就
労
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」、
ス

ラ
イ
ド
８
。

（
３０
）
職
安
に
よ
る
「
生
活
保
護
受
給
者
等
就
労
支
援
自
立
促
進
事
業
」（
二
〇
二
〇
年

度
）
に
お
い
て
、
二
万
九
六
八
八
人
の
生
活
困
窮
者
（
住
居
確
保
給
付
金
受
給
者
を
含

む
）
が
支
援
対
象
と
な
り
、
そ
の
五
七
・
六
％
が
期
間
の
定
め
の
な
い
雇
用
へ
就
職
し

て
い
る
（
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
及
び
生
活
保
護
部
会
（
第
一
六
回
）、
二
〇
二
二
年
七

月
八
日
、
参
考
資
料
１
、「
２
個
別
論
点
」、
五
頁
）。

（
３１
）
同
前
、
資
料
２
、「
就
労
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」、
ス
ラ
イ
ド
８
。

（
３２
）
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
あ
り
方
に
関
す
る
論
点
整
理
の
た
め
の
検
討
会
（
第
二

回
）、
参
考
３
、「
就
労
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」、
ス
ラ
イ
ド
２８
。

（
３３
）
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
背
景
に
、
生
活
に
困
窮
し
日
常
生
活
の
維
持
が
困
難
な
低

所
得
者
の
生
活
を
経
済
的
に
支
え
る
た
め
の
貸
付
と
し
て
二
〇
〇
九
年
に
創
設
さ
れ

た
。

（
３４
）
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
政
策
委
員
会
「
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
か
ら
み
え
る
生
活
困
窮

者
支
援
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」、
二
〇
二
二
年
一
二
月
、
七
頁
。

（
３５
）
「
検
討
会
報
告
書
」、
一
二
一
頁
、
一
二
二
頁
、
一
三
九
頁
。

（
３６
）
佐
藤
順
子
、
角
崎
洋
平
、
小
関
隆
志
「
コ
ロ
ナ
禍
と
貸
付
に
よ
る
生
活
困
窮
者
支

援
」『
貧
困
研
究
』
第
二
五
号
、
二
〇
二
〇
年
、
二
八
頁
。

（
３７
）
「
検
討
会
報
告
書
」、
三
頁
。

（
３８
）
「
検
討
会
報
告
書
」、
一
四
三
頁
。

（
３９
）
借
受
人
か
ら
返
済
さ
れ
た
金
額
は
社
協
に
と
っ
て
収
入
・
余
剰
金
と
な
る
。
社
協

が
使
う
こ
と
は
で
き
ず
、
国
庫
に
返
還
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
４０
）
「
借
受
人
マ
ス
タ
分
析
」
は
、
二
〇
二
二
年
三
月
三
一
日
時
点
で
、
三
四
五
万
八
四

八
二
人
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
お
り
、
ま
た
、「
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
状
況
確
認
シ
ー
ト

分
析
」
は
、
二
〇
二
一
年
一
月
の
一
〇
都
道
府
県
九
九
三
人
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た

分
析
で
あ
る
（「
検
討
会
報
告
書
」、
三
四
頁
）。

（
４１
）
「
検
討
会
報
告
書
」、
三
六
頁
、
図
表
３
―
２
―
１
、
注
記
。

（
４２
）
総
合
支
援
資
金
貸
付
は
、
初
回
と
延
長
と
で
重
複
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
実
人

数
は
わ
か
ら
な
い
。

（
４３
）
「
検
討
会
報
告
書
」、
三
〇
〜
三
七
頁
。

（
４４
）
「
検
討
会
報
告
書
」、
四
〇
頁
。

（
４５
）
「
検
討
会
報
告
書
」、
一
四
〇
頁
。

（
４６
）
六
五
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
、
障
害
者
、
ひ
と
り
親
な
ど
は
、
非
課
税
限
度
額
が

高
く
な
る
。
注
（
６
）
参
照
。
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（
４７
）
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
「
住
民
税
非
課
税
以
外
の
償
還
免
除
に
つ
い
て
」。

（
４８
）
「
同
前
」、
一
四
〇
頁
。

（
４９
）
社
会
・
援
護
局
地
域
福
祉
課
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
室
「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制

度
に
お
け
る
緊
急
小
口
資
金
等
の
特
例
貸
付
の
運
用
に
関
す
る
問
答
集
」（
二
四
）、
二

九
頁
。

（
５０
）
都
道
府
県
社
協
に
よ
っ
て
、
掌
握
手
法
が
債
権
数
か
世
帯
数
か
の
違
い
は
あ
る

が
、
結
果
に
は
違
い
が
ほ
と
ん
ど
出
て
い
な
い
。

（
５１
）
「
コ
ロ
ナ
禍
の
特
例
貸
付
、
三
割
が
返
済
不
能

二
一
〇
八
億
円
免
除
決
定
」『
日

本
経
済
新
聞
』、
二
〇
二
三
年
一
月
一
〇
日
付
。

（
５２
）
調
査
で
は
約
五
万
件
、
約
一
五
一
億
円
が
債
務
整
理
手
続
き
に
入
り
、
う
ち
約
一

万
四
〇
〇
〇
件
（
約
四
四
億
円
）
の
自
己
破
産
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

（
５３
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
、
二
〇
二
三
年
三
月
一
七
日
。

（
５４
）
両
者
と
も
、
二
〇
二
二
年
三
月
末
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
分
で
あ
る
。

（
５５
）
「
検
討
会
報
告
書
」、
九
九
〜
一
〇
〇
頁
。

（
５６
）
二
〇
二
四
年
一
月
か
ら
、
緊
急
小
口
資
金
貸
付
と
総
合
支
援
資
金
貸
付
（
初
回
貸

付
）
で
二
二
年
四
月
以
降
に
貸
付
を
申
請
し
た
分
と
、
総
合
支
援
資
金
（
延
長
貸
付
）

の
返
済
が
始
ま
る
。
二
五
年
一
月
か
ら
、
総
合
支
援
資
金
（
再
貸
付
）
の
返
済
が
始
ま

る
。

（
５７
）
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
ー
ず
・
ふ
ぉ
ー
ら
む
「
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

（
５８
）
布
川
（
二
〇
一
五
）、
七
七
頁
。

（
５９
）
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
及
び
生
活
保
護
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
こ
れ
ま
で

の
議
論
の
整
理
（
中
間
ま
と
め
）」
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
〇
日
、
一
頁
。

（
６０
）
「
同
前
」、
一
頁
。

（
６１
）
こ
の
通
知
は
緊
急
事
態
措
置
の
区
域
と
期
間
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
地
域
お
よ

び
期
間
に
お
い
て
も
同
様
に
取
り
扱
っ
て
よ
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

（
６２
）
「
保
護
は
、
生
活
に
困
窮
す
る
者
が
、
そ
の
利
用
し
得
る
資
産
、
能
力
そ
の
他
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
、
そ
の
最
低
限
度
の
生
活
の
維
持
の
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
を
要
件
と
し

て
行
わ
れ
る
」。

（
６３
）
稼
働
能
力
活
用
要
件
を
め
ぐ
る
論
点
に
つ
い
て
は
、
布
川
日
佐
史
『
生
活
保
護
の

論
点
』、
二
〇
〇
九
年
（
山
吹
書
店
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
６４
）
布
川
日
佐
史
『
生
活
保
護
の
論
点
』、
二
〇
〇
九
年
、
一
〇
〇
頁
。

（
６５
）
布
川
（
二
〇
一
五
年
）、
九
三
〜
九
四
頁
。

（
６６
）
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
保
護
課
二
〇
二
一
年
二
月
二
六
日
通
知
「
扶
養
義
務

履
行
が
期
待
で
き
な
い
者
の
判
断
基
準
の
留
意
点
に
つ
い
て
」

（
６７
）
同
通
知
、
二
頁
。

（
６８
）
同
通
知
、
三
頁
。

（
６９
）
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
保
護
課
長
「『
生
活
保
護
問
答
集
に
つ
い
て
』
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」、
事
務
連
絡

二
〇
二
一
年
三
月
三
〇
日
。

（
７０
）
「
生
活
保
護
申
請
の
『
扶
養
照
会
』
な
ぜ
格
差

『
原
則
実
施
』
が
変
わ
ら
な
い
か

ら
―
―
制
度
の
前
提
に
問
題
」『
東
京
新
聞
』
二
〇
二
二
年
九
月
四
日
付
。

82


